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〃 新 川　満　信　男 昭51畜 沖縄県支部長（九州ブロック推薦）

〃 新 佐　伯　　　誠 昭49工 山口県支部長（中国・四国ブロック推薦）
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〃 新 早　坂　有　弘 昭49造 北海道支部長／学校法人東京農業大学評議員

〃 現 藤　代　孝　七 昭40経 千葉県支部代議員

〃 新 山　本　祐　司 平３院化修 東京農業大学副学長／農芸化学科教授

代表監事 現 神　田　　　務 昭45造 神奈川県支部副支部長

監 　 事 新 清　水　敏　夫 昭46林 群馬県支部副支部長
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　　　東京農業大学校友会新役員名簿（令和元年６月24日・役職別五十音順）

昭和20年
昭和43年

平成20年

昭和23年
　 現 在

新潟県生まれ（74歳）　
東京農業大学農学部
農業経済学科卒
ＪＡ新潟中央会・連合会・
県本部会長
ＪＡ全中会長
学校法人東京農業大学
理事・評議員

萬
歳
会
長
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

校
友
会・母
校
の
発
展
に
尽
力
就
任
の

あ
い
さ
つ

候
補
し
、
無
投
票
当
選
と
な
っ

た
。ま

た
、
新
理
事
会
が
６
月

24
日
に
召
集
さ
れ
、
会
長
に
萬

校
友
会
第
１
号
理
事
は
定

員
20
人
に
23
人
が
立
候
補
、
得

票
上
位
20
人
が
当
選
し
た
。
監

事
は
定
員
と
同
じ
３
人
が
立

ん
だ
。

ま
た
、
前
福
島
県
支
部
長

の
小
桧
山
善
継
氏
、
静
岡
県
支

部
長
の
糠
谷
禎
則
氏
、
兵
庫
県

支
部
の
石
原
憲
一
郎
氏
、
宮
崎

県
支
部
長
の
長
倉
春
義
氏
、
北

海
道
支
部
の
早
坂
有
弘
氏
が

首
都
圏
外
の
支
部
か
ら
立
候

補
し
て
当
選
し
た
（
新
役
員
名

簿
参
照
）。

校
友
会
理
事
か
ら
会
長
ま

で
６
期
24
年
に
わ
た
り
校
友

会
の
発
展
に
尽
力
し
た
三
好

吉
清
氏
の
他
、
小
泉
幸
道
氏

（
常
任
理
事
、
副
会
長
）、
外
園

氏
（
理
事
、
副
会
長
）、
鳥

海
稔
雄
氏
（
理
事
、
常
任
理

事
）、
宮
林
茂
幸
氏
（
監
事
、

常
任
理
事
）
横
澤
馨
氏
（
監
事
、

常
任
理
事
）
は
勇
退
し
た
。

総
会
に
は
全
国
か
ら
代
議

員
２
１
０
人
（
う
ち
委
任
状

56
）
が
出
席
し
た
。
議
長
に
大

分
県
支
部
長
の
加
藤
早
苗
氏

（
昭
48
農
）
を
選
出
、
加
藤
議

長
が
梶
山
孝
泉
氏
（
昭
58
拓
）、

緒
方
和
彦
氏
（
昭
63
林
）
を
議

事
録
署
名
人
に
指
名
し
た
。
上

程
さ
れ
た
全
４
議
案
と
も
異

議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案
「
令
和
元
年

度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
の
承
認
に
関
す
る
件
」
で
は

準
会
員
（
現
役
学
生
）
へ
の
支

援
を
新
た
に
盛
り
込
ん
だ
。
準

会
員
の
就
職
活
動
を
支
援
、
就

職
支
援
活
動
費
を
交
付
す
る

こ
と
と
し
た
。
第
３
号
議
案

「
会
則
の
一
部
変
更
に
関
す
る

件
」
は
、
短
期
大
学
が
閉
学
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
文
言
の
変

更
。
第
４
号
議
案
「
校
友
会
第

２
号
理
事
の
承
認
に
関
す
る

件
」
で
は
５
人
の
新
理
事
が
承

認
さ
れ
た
。

　

総
会
後
、
会
場
に
農
友

会
陸
上
競
技
部
の
小
指
徹
・

男
子
監
督
（
昭
62
経
）
を

招
き
「
箱
根
駅
伝
へ
の
道

ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ
ン
募
金
」
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
た
。
同
募

金
の
２
期
分
の
目
録
を
外

園

副
会
長
が
小
指
監
督

に
手
渡
し
た
（
写
真
は
８

面
に
掲
載
）。

歳
章
氏
を
全
会
一
致
で
選
任

し
た
。
萬
歳
会
長
は
副
会
長
に

小
野
甲
二
氏
と
豊
原
秀
和
氏

を
指
名
、
ま
た
、
常
任
理
事
に

は
上
岡
美
保
氏
、
小
桧
山
善
継

氏
、
糠
谷
禎
則
氏
、
蓑
茂
壽
太

郎
氏
、
吉
田
廣
文
氏
を
指
名
、

審
議
の
結
果
、
異
議
な
く
承
認

さ
れ
た
。
代
表
監
事
に
は
神
田

務
氏
が
互
選
に
よ
り
選
出
さ

れ
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
推
薦
の
第
２
号

理
事
５
人
は
、
５
月
24
日
の
校

友
会
総
会
で
承
認
さ
れ
た
。

理
事
・
監
事
定
数
28
人
の

う
ち
、
新
人
が
18
人
、
現
職
が

10
人
と
大
幅
に
入
れ
替
わ
る

と
と
も
に
、
卒
年
が
昭
和
40
年

代
18
人
、
50
年
代
５
人
、
60
年

代
以
降
５
人
と
若
返
り
が
進

令
和
元
年
度
東
京
農
業
大

学
校
友
会
通
常
総
会
が
、
５
月

24
日
、
東
京
・
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
の
横
井
講
堂
で
開
か
れ

た
。
平
成
30
年
度
事
業
報
告
・

決
算
報
告
、
令
和
元
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
（
２
面
に
表

掲
載
）
な
ど
が
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。
ま
た
、
主
催
者
あ

い
さ
つ
で
三
好
吉
清
会
長
が

退
任
の
意
向
を
示
し
た
。
来
賓

祝
辞
で
は
髙
野
克
己
学
長
が

新
入
試
制
度
に
つ
い
て
説
明

し
、
注
目
を
集
め
た
。

令
和
元
年
６
月
の
校
友
会
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
に
よ

り
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
暖
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
第

代
東
京

農
業
大
学
校
友
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

ご
案
内
の
通
り
校
友
会
は
、
東
京
農
業
大
学
の
グ
リ
ー
ン
ア
カ

デ
ミ
ー
ホ
ー
ル
（
校
友
会
館
）
に
本
部
を
、
全
国

都
道
府
県
な
ら

び
に
海
外
に

支
部
を
お
き
、
全
卒
業
生

万
６
千
余
名
の
会
員
で

組
織
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

校
友
会
の
目
的
は
、
校
友
相
互
の
親
睦
と
社
会
的
活
動
の
助
長
、

併
せ
て
、
母
校
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
校
友

会
支
部
活
動
の
活
性
化
や
財
政
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
校
友
会
本
部
・
都
道
府
県
支
部
、
海
外
支
部
の
発
展
、
東
京

農
業
大
学
の
発
展
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

支
部
役
員
の
方
々
を
は
じ
め
、
会
員
の
皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ
ン

募
金
の
贈
呈
も

全
国
か
ら
代
議
員
が
集
ま
っ
た
通
常
総
会

現役学生の

就活を支援

副
会
長
に
小
野
氏
、豊
原
氏
指
名

　

任
期
満
了
に
伴
う
東
京
農
業
大
学
校
友
会
第
１
号
理
事
・
監
事
の
選
挙
（
選
挙
管
理
委
員
長
＝
大
林
宏
也
・
森
林
総
合
科
学
科
教
授
）

が
５
月
23
日
に
公
告
さ
れ
、
６
月
21
日
に
都
道
府
県
支
部
総
会
な
ど
で
選
出
さ
れ
た
全
国
２
３
８
人
（
欠
員
１
人
）
の
代
議
員
に
よ
り

行
わ
れ
た
。 会
長
に
萬
歳
章
氏
選
出

通常総会で事業計画

第
１
号
理
事

 

・
監
事
選
挙

ｏｎｅコイン募金
名簿掲載

　「箱根駅伝への道ｏｎｅコイン
募金」の募金者のご芳名は８・９
面に掲載しています。



令和元年11月1日 （2）第126号

校友会通常総会で承認された決算・予算
平成 30 年度決算

一
般
会
計

収入総額 103,724,240 円
支出総額 91,836,146 円
差引残高 11,888,094 円
次年度繰越金 11,888,094 円

予
納
金

特
別
会
計

収入総額 376,512,500 円
支出総額 80,087,500 円
次年度繰越金 296,425,000 円

基
本
金

特
別
会
計

収入総額 235,095,293 円
支出総額 0 円
次年度繰越金 235,095,293 円 

「
箱
根
駅
伝  

 

へ
の
道
」

  

特
別
会
計

収入総額 5,974,478 円
支出総額 2,802,800 円
次年度繰越金 3,171,678 円

令和元年度予算
一
般
会
計

収入総額 102,443,594 円
支出総額 102,443,594 円
次年度繰越金 0 円

予
納
金

特
別
会
計

収入総額 374,600,000 円
支出総額 71,775,000 円
次年度繰越金 302,825,000 円

基
本
金

特
別
会
計

収入総額 235,115,293 円
支出総額 0 円
次年度繰越金 235,115,293 円 

「
箱
根
駅
伝  

 

へ
の
道
」

  

特
別
会
計

収入総額 9,671,778 円
支出総額 6,500,100 円
次年度繰越金 3,171,678 円

き
を
強
め
て
、
農
業
高
校
の
生
徒
を
主

体
と
し
て
選
ぼ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
卒
業
生
子
弟
に
対
し
て
は

「
東
京
農
大
フ
ァ
ミ
リ
ー
Ａ
Ｏ
入
試
」
を

設
け
ま
す
。

農
大
は
全
て
の
生
き
物
と
地
球
の
未

来
の
た
め
に
、
命
と
緑
を
科
学
し
て
農

の
心
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
18
歳
人
口
が
１
０
０
万
人
、
80

万
人
を
割
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
時
代
に
、
東
京
農
業
大
学

を
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
大
学
の
運

営
、
教
育
・
研
究
に
対
し
ま
し
て
さ
ら

な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

代
議
員
各
位
に
は
遠
路
お
忙
し
い

中
、
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
会
長
を
２
期
８

年
間
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
体
調

の
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
今
期
を
持
ち

ま
し
て
、
会
長
を
退
任
い
た
し
ま
す
。

今
ま
で
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
、
こ
の

場
を
借
り
ま

し
て
心
か
ら

感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

今
後
と
も

令
和
元
年
東
京
農
業
大
学
校
友
会
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
祝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
法
人
全
体
の
学
生
数
は
、
高
等

学
校
、
中
学
校
、
小
学
校
ま
で
含
め
る

と
１
万
９
７
０
０
人
ほ
ど
で
す
。
そ
の

う
ち
の
１
万
３
０
０
０
人
は
東
京
農
業

大
学
。
屋
台
骨
は
東
京
農
業
大
学
が
支

え
て
い
る
と

い
う
こ
と
で

す
。
そ
う
い

う
中
で
中
学

や
高
校
、
小

通
常
総
会
開
催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

毎
年
、
全
国
で
60
万
人
が
大
学
生
に

な
り
ま
す
が
、
農
学
部
関
係
の
学
科
は

２
万
人
と
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
す
。
そ
の

う
ち
３
０
０
０
人
が
農
大
生
で
す
。
農

学
部
、
農
学
関
係
領
域
だ
け
で
今
後
、

受
験
生
を
確
保
す
る
の
は
非
常
に
難
し

く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ

で
入
試
制
度

を
ど
う
す
る

か
と
い
う
こ

東
京
農
業
大
学
な
ら
び
に
校
友
会
の
発

展
の
た
め
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
以
下
、外
園

副
会
長
が
代
読
）

母
校
・
東
京
農
業
大
学
は
、
少
子

化
な
ど
社
会
状
況
に
適
応
し
た
改
革
、

教
育
の
充
実
や
学
生
へ
の
支
援
強
化
、

社
会
貢
献
な
ど
、
積
極
的
な
運
営
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
伝
統
あ
る
東

京
農
業
大
学
が
繁
栄
し
て
い
く
姿
を
、

校
友
と
し
て
大
変
誇
ら
し
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。
校
友
会
も
、
17
万
６
０
０
０

学
校
も
含
め
て
一
体
的
に
学
園
化
を
進

め
ま
す
。

東
京
農
業
大
学
や
東
京
情
報
大
学
、

高
等
学
校
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
中
期
計
画
を

策
定
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の

計
画
を
確
定
、
実
践
し
て
１
年
ご
と
に

検
証
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
法
人
全
体
の
財
政
は
、
10
年
ほ

ど
前
か
ら
少
し
ず
つ
積
み
上
げ
て
き
て
、

そ
の
成
果
が
あ
り
、
い
く
つ
か
大
き
な

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
耐
震
性
の
高

い
建
物
と
い
う
こ
と
で
、
研
究
棟
の
整

備
を
し
て
い
ま
す
。
全
学
科
の
研
究
室

と
が
課
題
に
な
り
ま
す
。

２
０
２
１
年
に
、
セ
ン
タ
ー
入
試
か

ら
共
通
選
抜
の
入
試
に
変
わ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
農
大
で
は
20
年
か
ら

地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
新
し
く
自
己
推
薦
型

の
Ａ
Ｏ
入
試
を
設
け
ま
す
。「
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
Ａ
Ｏ
入
試
」
は
、
自
分
の
将

来
計
画
を
し
っ
か
り
考
え
て
、
地
域
の

活
性
化
・
盛
り
上
げ
に
活
躍
す
る
人
材

を
地
元
に
帰
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
「
高
校
で
学
ん
だ
実
践
ス
キ
ル
Ａ

Ｏ
入
試
」
は
、
農
業
高
校
と
の
結
び
つ

人
と
な
っ
た
校
友
と
も
ど
も
、
大
学
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
な
お
一
層
、

協
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

「
箱
根
駅
伝
へ
の
道
ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ
ン

募
金
」
は
、
都
道
府
県
支
部
の
皆
さ

ま
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
本
年
３
月
末
で

２
２
１
６
件
、
総
額
５
１
７
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
さ
ま
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
予
選
突
破
の
力
強
い
後
押
し
と
な

る
よ
う
、さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

母
校
・
農
大
と
校
友
会
の
発
展
の

た
め
に
、皆
さ
ま
方
が
健
康
で
明
る
く
、

ま
た
楽
し
く
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と

を
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

が
入
り
、
そ
の
建
物
を
中
心
に
教
育
や

研
究
が
活
発
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も

施
設
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

実
験
・
実
習
棟
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
こ

の
新
し
い
教
育
環
境
の
中
で
学
生
が
大

い
に
活
躍
、
先
生
方
の
研
究
が
活
発
に

な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

大
事
な
の
は
財
政
、
財
務
で
す
。
財

政
計
画
も
８
年
間
と
い
う
中
期
的
な
計

画
立
て
、
し
っ
か
り
と
財
務
力
を
見
な

が
ら
学
校
法
人
経
営
に
当
た
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

校
友
会
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大澤貫寿理事長 三好吉清会長髙野克己学長

東
京
農
業
大
学
校
友
会
会
長　
　
　

三
好　

吉
清

学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
理
事
長　

大
澤　

貫
寿

東
京
農
業
大
学
学
長　
　
　
　
　
　

髙
野　

克
己

通常総会主催者あいさつ（要旨）通常総会来賓祝辞（要旨）

全
学
応
援
団
リ
ー
ダ
ー
部

は
８
月
25
日
か
ら
９
月
２
日

ま
で
の
９
日
間
、
令
和
元
年
度

夏
季
合
宿
を
、
愛
媛
県
今
治
市

で
行
っ
た
。

今
回
の
合
宿
に
は
25
人
が

参
加
。
合
宿
所
や
演
舞
披
露
の

場
所
の
確
保
な
ど
、
今
治
市
と

校
友
会
愛
媛
県
支

部
（
市
川
貞
男
支

部
長
・
昭
47
化
）

が
全
面
的
に
協
力

し
た
。

合
宿
期
間
中
、

練
習
の
成
果
を
披

露
す
る
た
め
に
Ｊ

Ａ
西
条
直
売
所
と

き
め
き
水
都
市
、

今
治
市
役
所
な
ど

で
リ
ー
ダ
ー
公
開

を
行
い
、「
青
山

ほ
と
り
」
や
「
カ

レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
」、

「
団
結
節
」
な
ど

を
披
露
し
た
。

８
月
30
日
、
団

員
ら
は
中
村
時
広
知
事
を
表

敬
訪
問
し
た
後
、
昨
年
７
月

の
西
日
本
豪
雨
災
害
か
ら
の

復
興
を
願
い
、
県
庁
前
で
「
青

山
ほ
と
り
」
を
披
露
し
た
。
県

職
員
や
近
隣
住
民
が
多
く
見

守
る
中
、
声
高
ら
か
に
力
強
く

踊
っ
た
。
こ
の
様
子
は
地
元
の

食
料
環
境
経
済
学
科
は
10

月
14
日
、
昭
和
14
年
４
月
の
旧

農
業
経
済
学
科
の
創
設
以
来
、

今
年
で
80
周
年
を
迎
え
、
記
念

式
典
を
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

横
井
講
堂
で
開
催
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
食
料

環
境
経
済
学
科
の
高
柳
長
直

学
科
長
が
農
業
経
済
学
科
の

こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
、
研
究
室

の
再
編
な
ど
食
料
環
境
経
済

学
科
の
今
後
の
改
革
方
向
を

紹
介
し
た
。

新
聞
、
テ
レ
ビ
に
大
き
く
報
道

さ
れ
た
。

前
田
大
地
団
長
（
農
４
）

は
「
瀬
戸
内
海
の
島
々
や
砂

浜
な
ど
大
自
然
の
中
で
の
練

習
な
ど
、
Ｏ
Ｂ
先
輩
や
地
元
の

方
々
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に

よ
り
充
実
し
た
合
宿
と
な
っ

た
。
愛
媛
県
庁
を
は
じ
め
多
く

の
場
所
で
リ
ー
ダ
ー
公
開
を

行
う
機
会
も
頂
き
、
地
域
の

方
々
に
合
宿
の
成
果
を
見
て

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
昨
年
の

西
日
本
豪
雨
の
復
興
の
エ
ー

ル
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
を
見
た
方
々
が
元
気
に

来
賓
と
し
て
髙
野
克
己
学

長
、
大
澤
貫
寿
理
事
長
、
校
友

会
の
萬
歳
章
会
長
ら
が
祝
辞

を
述
べ
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を

踏
ま
え
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
す
よ
う
期
待
を
寄
せ
た
。

ま
た
、
永
年
フ
ィ
ー
ル
ド

研
修
の
受
け
入
れ
を
し
て
い

る
北
海
道
真
狩
村
か
ら
佐
々

木
和
見
村
長
も
出
席
、
祝
辞
を

述
べ
た
。

記
念
講
演
は
農
業
総
合
研

究
所
の
及
川
智
正
社
長
（
平
９

な
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
」

と
述
べ
た
。

ま
た
、
愛
媛
県
出
身
の
星

川
航
輝
副
団
長（
経
４
）は「
昨

年
、
地
元
愛
媛
県
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
行
き
、
実
際
に
被
害

の
状
況
を
見
て
何
か
で
き
な

い
か
と
考
え
て
い
た
。
今
回
、

豪
雨
災
害
の
応
援
と
い
う
形

で
地
元
に
帰
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
と
て
も
良
い
経
験
に

な
っ
た
。
自
分
た
ち
の
応
援
で

復
興
の
後
押
し
が
で
き
た
の

な
ら
幸
い
」
と
、
地
元
の
豪
雨

災
害
か
ら
の
復
興
を
願
い
、
熱

く
語
っ
た
。

経
）
と
関
東
学
園
大
学
経
済
学

部
の
中
村
正
明
教
授
（
平
元

経
）
が
行
っ
た
。

静
岡
県
立
藤
枝
北
高
校
の

西
尾
眞
一
教
諭
（
平
元
経
）、

農
林
中
金
総
合
研
究
所
の
小

針
美
和
主
任
研
究
員
（
平
11

経
）、
菅
沼
農
園
の
菅
沼
祐
介

代
表
（
平
27
経
）
に
よ
る
座
談

会
も
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

式
典
終
了
後
、
記
念
の
祝

賀
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
学

科
80
年
と
い
う
歴
史
の
重
み
を

感
じ
な
が
ら
、
大
学
生
活
の
思

い
出
や
近
況
を
語
り
、
農
大
卒

業
生
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、

今
後
の
活
躍
を
誓
い
合
っ
た
。

農
業
経
済
学
科

80
周
年
で
式
典

西日本豪雨災害からの復興を祈って演舞を披露（愛媛県庁前で）

横井講堂で挙行された経済学科80周年記念式典

歴史の重みを踏まえ
新たな一歩踏み出す

西
日
本
豪
雨
災
害
の
復
興
祈
る

全
学
応
援
団
が
愛
媛
県
合
宿

食料環境
経済学科
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代目 氏　名 卒年 学部 学科 住 所
1 森　克巳 昭 19 専門部　農学科 （故人）
2 森　和義 昭 52 農学部　造園学科 山口県
2 森　法子 昭 52 農学部　造園学科 山口県

3 森　和子 平 16　 地域環境科学部
造園科学科　 山口県

1 造田　忠 昭 34 農学部　農学科　 香川県

2 造田　泰 平元 農学部　栄養学科
管理栄養士専攻 香川県

3 造田　夏実 現２年 国際食料情報学部
国際食農科学科 東京都

1 竹茂　幹根 昭 34 農学部　林学科 鳥取県
2 竹茂　良平 平元 農学部　農業経済学科 鳥取県

3 竹茂　紗穂　 現３年 国際食料情報学部
食料環境経済学科　 東京都

1 本田　幹雄
昭 36
昭 40

農学部　農学科
大学院　農学研究科
修士課程農学専攻

（故人）

2 小迫　典子（本田） 平５ 農学部　農芸化学科 埼玉県

3 小迫　健史　 現２年 応用生物科学部
食品安全健康学科 埼玉県

1 泉保　繁美

昭 44
昭 46

農学部　農業経済学科
大学院
農学研究科修士課程
農業経済学専攻

香川県

2 泉保　創 平 10 農学部　農学科 香川県

3 河内　泰我 現３年 国際食料情報学部
国際農業開発学科 東京都

第19回ホームカミングデー「親子三代特別表彰」受賞者

2019年度「東京農大貢献賞」受賞者

2019年度「東京農大ベストレクチャー賞」受賞者

地域環境科学部 森林総合科学科 教授 江口　文陽

地域環境科学部 生産環境工学科 准教授 中島　　亨

役　　　員 評　議　員
理 事 長
常務理事
常務理事
常務理事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
監　　事
監　　事
監　　事

大澤　貫寿
髙野　克己
志和地弘信
渡邉　文雄
鈴木　昌治
星野喜代美
馬場　　正
矢嶋　俊介
萬歳　　章
小野　甲二
手島　秀樹
菅原　哲朗
福島　哲男
尾崎　義人
鈴木　昭憲
吉田　岳志
今井　教文
久保田喜久枝
髙梨　雅明

髙野　克己
鈴木　昌治
夏秋　啓子
新部　昭夫
山本　祐司
加納佳代子
星野喜代美
田中　越郎
大西　　修
金田　喜明
志和地弘信
萬歳　　章
多田耕太郎
馬場　　正
上原万里子
江口　文陽
寺本　明子
野口　智弘
古庄　　律
矢嶋　俊介
佐藤　広顕
吉田　穂積
井関　文一
永井　保夫
石川　浩一
小畑　幹夫
梶山　孝泉
松丸　禎二

秋元　尚美
加藤　秀隆
神山　達人
小杉　雅彦
阿曽田　清
石原憲一郎
大場　淳一
小野　甲二
小桧山善継
斎藤　謙吾
佐竹　弘通
鈴木　崇之
高橋　敬明
田沼　征彦
早坂　有弘
本田　秀逸
杢代　鉄幸
吉田　廣文
植原　秀弥
輿石　　勉
清水　　洋
友田　雅明
淺見　紀夫
海野　一幸
黒栁　俊之
三上　光一
水谷　洋一

学校法人東京農業大学役員・評議員一覧
〔令和元年7月24日現在〕

※記載順は、学校法人東京農業大学寄付行為に定められた順番で記載しております。

2019年度「東京農大ベストティーチャー賞」受賞者
農学部 動物科学科 教授 増田　宏司
応用生物科学部 栄養科学科 教授 服部　一夫
生命科学部 分子生命化学科 教授 矢島　　新
地域環境科学部 森林総合科学科 准教授 田中　　恵
国際食料情報学部 食料環境経済学科 教授 田中　裕人
生物産業学部 北方圏農学科 助教 大久保　倫子

親
子
三
代
特
別
表
彰
を
受
賞
し

た
皆
さ
ん

完
成
し
た
実
験
実
習
棟
。
外
装
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

は「
地
層（
知
層
）」。

う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
理

事
16
人
、
監
事
３
人
が
決
ま
っ

校
友
や
教
職
員
約
４
５
０
人

が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。

式
典
で
は
髙
野
克
己
学
長

学
校
法
人
東
京
農
業
大
学

理
事
・
監
事
の
任
期
満
了
に
伴

創
立
記
念
を
祝
う
会
と

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
６

月
15
日
、
百
周
年
記
念
講
堂
で

弘
信
理
事
が
再
任
、
新
た
に
渡

邉
文
雄
理
事
が
就
任
し
た
。

ま
た
、
卒
業
生
評
議
員
の

互
選
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
萬

歳
章
・
校
友
会
会
長
と
小
野
甲

二
・
同
副
会
長
が
理
事
に
就
任

し
た
。

大
澤
理
事
長
は
「
社
会
の

大
き
な
構
造
変
化
に
対
応
し

た
教
育
研
究
を
、
法
人
と
し
て

ど
う
実
践
し
て
い
く
か
」
が
問

わ
れ
て
い
る
と
し
、「
大
学
間

や
小
中
高
と
の
連
携
を
一
層

密
に
し
て
、
学
校
法
人
東
京

農
業
大
学
と
し
て
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
、
教
育
研

究
を
国
内
外
に
広
く
発
信
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

代
表
し
て
森
和
義
氏
（
昭
52

造
）
が
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
述

べ
た
。

東
京
農
大
貢
献
賞
は
、
森

林
総
合
科
学
科
の
江
口
文
陽

教
授
に
授
与
さ
れ
、
受
賞
後
、

「
き
の
こ
の
生
産
技
術
開
発
と

機
能
解
析
」
に
つ
い
て
講
演
し

た
。昨

年
か
ら
始
ま
っ
た
東
京

農
大
ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

賞
は
動
物
科
学
科
の
増
田
宏

司
教
授
ら
６
人
が
受
賞
、
今
年

度
か
ら
新
設
さ
れ
た
ベ
ス
ト

レ
ク
チ
ャ
ー
賞
は
、
教
育
の
品

質
向
上
に
貢
献
し
た
教
員
を

表
彰
す
る
も
の

で
、
生
産
環
境
工

学
科
の
中
島
亨

准
教
授
が
受
賞

し
た
。

特
別
記
念
講

演
で
は
、
本
学
造

園
学
科
出
身
で

造
園
家
の
涌
井

史
郎
氏
が
「
農
的

発
想
こ
そ
が
持

続
的
未
来
を
担

保
す
る
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。

落
成
式
で
の
あ
い
さ
つ
で
、

大
澤
貫
寿
理
事
長
は
「
厚
木

キ
ャ
ン
パ
ス
全
て
の
学
科
が

活
用
す
る
特
色
あ
る
実
験
実

習
棟
と
し
て
、
日
常
的
に
学
生

が
使
う
場
に
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
し
、「
社
会
に
発

信
で
き
る
農
学
部
と
し
て
一

層
の
活
躍
を
」
と
農
学
部
へ
の

期
待
を
述
べ
た
。
髙
野
克
己
学

長
は
「
素
晴
ら
し
い
環
境
で
実

験
・
実
習
が
で
き
る
こ
と
で
、

農
学
研
究
の
発
展
に
大
き
く

寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
。
こ

の
環
境
を
十
分
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

工
事
経
過
報
告
の
後
、
設

計
・
施
工
業
者
の
竹
中
工
務
店

に
大
澤
理
事
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
。

実
験
実
習
棟
は
地
上
３
階

建
て
、
１
階
は
肉
・
乳
・
農
産

物
加
工
の
実
習
室
、
２
階
は
生

物
系
実
験
室
、
３
階
は
化
学
系

実
験
室
。

た
。７

月
16
日
に
開
か
れ
た
新

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
校
友
会
の

山
口
県
支
部
、
香
川
県
支
部
、

鳥
取
県
支
部
、
宮
城
県
支
部
な

理
事
会
の
互
選
で
大
澤
貫
寿
理

事
長
が
再
任
、
同
24
日
の
理
事

農
学
部
の
実
験
実
習
棟
が

７
月
、
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
に
完

会
で
常
務
理
事
に
髙
野
克
己
・

東
京
農
業
大
学
学
長
と
志
和
地

ど
か
ら
推
薦
さ
れ
た
５
組
の

親
子
三
代
特
別
表
彰
が
あ
り
、

成
し
９
月
19
日
に
落
成
式
が

行
わ
れ
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
４
５
０
人

親
子
三
代
を
特
別
表
彰

厚 木
キャンパス実験実習棟が完成農

学
研
究
の
発
展
に
寄
与

理
事
長
に
大
澤
貫
寿
氏
再
任

法
人
農
大
が
役
員
改
選

髙
野
新
会
長
は
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
「
審
議
会
の
提
言

は
、
日
本
農
業
の
未
来
像
を

作
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
」
と

し
、
議
論
で
重
視
す
る
の
は

「
農
業
は
食
料
生
産
や
環
境
・

国
土
保
全
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
を
通
し
、
人
々
の
生
活

の
基
盤
を
作
る
産
業
で
あ
り
、

本
当
に
国
民
の
命
を
支
え
る

方
向
と
合
っ
て
い
る
か
だ
」
と

強
調
、
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
も
審
議
会
で
話
し
合
い
た

い
と
述
べ
た
。

ま
た
、
各
地
の
大
学
で
農

業
系
の
学
科
が
増
え
て
き
て

い
る
こ
と
に
対
し
、「
大
学
は

都
市
部
の
住
民
に
農
業
理
解

を
広
め
る
た
め
の
拠
点
に
な

り
得
る
。
大
学
同
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
Ｐ
Ｒ
の

可
能
性
も
探
っ
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

審
議
会
委
員
の
任
期
は
２

年
。
今
期
新
た
に
６
人
が
加
わ

り
、
ス
ー
パ
ー
や
流
通
業
者
、

消
費
者
団
体
、
農
業
に
精
通
し

た
学
識
者
ら
20
人
で
構
成
す

る
。

農
林
水
産
省
が
７
月
８
日

に
開
い
た
食
料
・
農
業
・
農
村

政
策
審
議
会
で
、
新
会
長
に
東

京
農
業
大
学
の
髙
野
克
己
学

長
が
選
出
さ
れ
た
。
農
相
の
諮

問
機
関
で
あ
る
同
審
議
会
の

会
長
就
任
は
本
学
で
は
初
め

て
、
８
代
目
の
会
長
と
な
る
。

同
審
議
会
は
９
月
６
日
に

吉
川
貴
盛
農
相
（
当
時
）
か
ら

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画

の
変
更
の
諮
問
を
受
け
、
今
後

５
年
間
の
農
政
の
羅
針
盤
と

な
る
新
た
な
計
画
を
検
討
し
、

来
年
３
月
に
答
申
。
同
月
に
新

た
な
食
料
自
給
率
目
標
な
ど

を
示
し
た
計
画
が
閣
議
決
定

さ
れ
る
。 髙野学長が

農政審会長
日本農業の未来像を検討 母

校
だ
よ
り

大
学
教
員
の
人
事	

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

【
平
成
31
年
４
月
16
日
】

▼
称
号
授
与

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授　
　
　
　
　
　

舘　
　
　

博

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授　
　
　
　
　
　

河
野　

友
宏

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授　
　
　
　
　
　

立
岩　

壽
一

東
京
農
大
貢
献
賞
を
受
賞
し
講
演
す
る
江
口
教
授
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東
京
農
業
大
学
は
、
平
成
20
年

11
月
25
日
に
長
野
県
長
和
町
と
連

携
協
定
を
締
結
し
た
。
事
の
起
こ

り
は
、
食
料
環
境
経
済
学
科
の
立

岩
壽
一
教
授（
現
在
は
名
誉
教
授
）

を
中
心
と
し
て
始
ま
っ
た
平
成
４

年
か
ら
の
長
和
町
林
業
後
継
者
グ

ル
ー
プ
と
の
植
林
交
流
に
あ
る
。

　

20
年
５
月
に
は
「
地
域
再
生
・

活
性
化
の
担
い
手
育
成
教
育
」
と

し
て
文
科
省
の
「
質
の
高
い
大
学

教
育
」
採
択
を
受
け
た
。
現
在
は

山
村
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

年
度
内
に
10
～
11
回
、
長
和
町
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
２
泊
３
日
の
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
、

　

鹿
児
島
県
の
喜
界
島
は
奄
美
群

島
の
北
東
部
に
位
置
し
、
面
積

56
・
93
平
方
㌔
の
小
さ
な
島
で
あ

る
。
人
口
は
７
５
０
０
人
で
、
多

く
は
基
幹
産
業
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ

ビ
生
産
と
ゴ
マ
生
産
、
畜
産
業
が

主
体
で
あ
る
。

　

喜
界
島
は
「
美
し
い
村
連
合
」

に
加
盟
し
て
お
り
、
埋
蔵
文
化

財
、
世
界
的
に
有
数
と
い
わ
れ
る

隆
起
サ
ン
ゴ
礁
、
集
落
で
見
ら
れ

る
サ
ン
ゴ
の
石
垣
、
豊
か
な
自
然

と
農
業
景
観
や
島
特
産
の
ゴ
マ
の

乾
燥
風
景
な
ど
が
印
象
に
残
る
と

い
う
。

　

し
か
し
、
い
っ
た
ん
集
落
の
中

30
年
度
の
連
携
活
動
へ
の
参
加
学

生
は
延
べ
数
で
１
０
１
８
人
だ
っ

た
。

　

山
村
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主

な
活
動
内
容
と
し
て
①
遊
休
荒
廃

農
地
の
活
用
②
特
産
品
開
発
③
地

域
再
生
・
活
性
化
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

④
地
域
交
流
⑤
伝
統
文
化
・
歴
史

体
験
⑥
自
然
資
源
の
保
護
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
ず
、
遊
休
荒
廃
農
地

を
利
用
し
た
特
産
品
開
発
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
地
元
の
長
和
雑
穀

研
究
会
と
連
携
し
、
キ
ヌ
ア
、
ア

マ
ラ
ン
サ
ス
、
エ
ゴ
マ
の
栽
培
か

ら
加
工
、
販
売
ま
で
の
一
連
の
作

業
に
学
生
も
適
宜
、
参
加
さ
せ
て

に
入
る
と
荒
れ
果
て
た
屋
敷
や
無

残
な
姿
で
残
さ
れ
た
廃
屋
が
多
く

目
に
つ
く
。
喜
界
町
観
光
課
の
資

料
に
よ
る
と
全
く
出
入
り
の
な
い

空
き
家
が
１
２
９
軒
、
廃
屋
２
５

７
軒
、
合
計
で
３
８
６
軒
も
あ
る

と
い
う
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ

が
全
島
を
覆
い
、
見
事
な
景
観
を

醸
し
出
し
、
耕
作
放
棄
地
は
ほ
と

ん
ど
見
当
た
ら
な
い
が
、
今
後
は

担
い
手
不
足
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
家

の
高
齢
化
に
よ
り
現
状
を
維
持
す

る
の
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　

私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
空
き
屋
敷
や
廃
虚
を
利
用
し
た

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

そ
れ
以
外
に
令
和
元
年
度
は
、

「
長
和
の
ト
マ
ト
」
と
い
う
特
産

品
に
つ
い
て
農
大
生
が
〝
育
て
る

と
こ
ろ
か
ら
売
る
と
こ
ろ
ま
で
〟

を
モ
ッ
ト
ー
に
商
品
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
圃
場（
ほ
じ
ょ
う
）

作
業
は
も
と
よ
り
、
収
穫
祭
で
の

販
売
に
向
け
、
消
費
者
に
ど
の
よ

う
に
特
産
品
の
魅
力
を
伝
え
、
ま

た
長
和
町
に
つ
い
て
興
味
を
も
っ

て
も
ら
え
る
か
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
仕
方
を
学
生
自
ら
で
考
え

る
。

　

こ
れ
ら
を
地
域
再
生
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
、

観
光
果
樹
園
で
あ
る
。
こ
の
計
画

の
こ
だ
わ
り
は
導
入
果
樹
に
よ
る

果
樹
園
で
は
な
く
、
島
固
有
の
か

ん
き
つ
類
の
収
集
と
復
活
に
重
点

を
置
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
喜

界
島
に
し
か
見
ら
れ
な
い
花
良
治

（
け
ら
じ
）
ミ
カ
ン
、
島
ミ
カ
ン
、

フ
ス
ー
、
ク
ネ
ン
ボ
な
ど
多
種
類

の
か
ん
き
つ
が
過
去
に
は
多
く
見

ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
が
減
少
あ
る

い
は
消
滅
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
空
き
屋
敷
を
利
用
し

て
花
良
治
ミ
カ
ン
１
０
０
本
、
そ

の
他
の
か
ん
き
つ
を
各
10
本
ほ
ど

栽
培
し
２
年
目
を
迎
え
る
。
し
か

し
南
西
諸
島
は
毎
年
台
風
の
襲
来

実
習
を
単
な
る
一
過
性
の
イ
ベ
ン

ト
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

連
携
先
に
足
繁
く
通
う
こ
と
の
強

み
を
生
か
し
、
農
や
食
の
環
境
を

総
合
的
に
学
び
、
地
域
活
性
化
に

と
っ
て
学
生
に
で
き
る
こ
と
は
何

に
見
舞
わ
れ
、
成
長
を
妨
げ
る
こ

と
や
か
ん
き
つ
類
は
収
穫
ま
で
に

５
年
く
ら
い
必
要
と
す
る
た
め
、

農
家
は
無
収
入
と
な
る
。

　

そ
の
た
め
、
昨
年
か
ら
導
入
し

た
の
が
熱
帯
産
ヤ
ム
イ
モ
で
あ

る
。
種
苗
は
宮
古
亜
熱
帯
農
場
か

ら
導
入
し
、
町
の
営
農
支
援
セ
ン

タ
ー
で
１
年
間
試
作
を
行
い
、
生

か
を
考
え
て
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
な
っ
て
い
る
。

　

大
学
が
地
域
連
携
活
動
を
行
う

こ
と
の
意
義
の
一
つ
に
は
、「
関

係
人
口
」
の
議
論
と
連
関
さ
せ
る

な
ら
ば
、
連
携
先
と
関
わ
り
を
持

産
量
が
期
待
さ
れ
た
こ

と
や
、
作
業
が
容
易
で

高
齢
者
で
も
栽
培
が
可

能
と
判
断
し
、
30
戸
ほ

ど
の
農
家
を
集
め
て
講

習
会
を
開
催
、
技
術
指

導
を
行
っ
た
。
栽
培
が

容
易
で
年
配
者
で
も
容
易
に
収
穫

可
能
な
品
種
を
選
別
し
、
営
農
支

援
セ
ン
タ
ー
で
収
穫
し
た
も
の
を

配
布
し
た
。

　

そ
の
結
果
か
な
り
の
生
産
が
見

込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
株
式
会
社

全
笑
に
依
頼
し
、
商
品
化
を
試
み

た
。
全
笑
は
、
農
家
か
ら
１
㌔
２

０
０
円
で
買
い
取
り
、
ヤ
ム
イ
モ

ち
続
け
る
学
生
を
い
か

に
し
て
育
て
る
か
と
い

う
、
モ
ノ
だ
け
で
な
く

ヒ
ト
の
育
成
も
射
程
に

入
っ
て
く
る
。
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
地
域
交

流
や
伝
統
文
化
・
歴
史

体
験
と
し
て
松
尾
神
社

例
祭
に
参
加
す
る
な
ど
、

地
元
の
方
々
と
の
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
も
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
交
流

体
験
は
卒
業
後
も
農
大

生
が
長
和
町
を
訪
れ
る

き
っ
か
け
と
な
っ
て
お

り
、
実
際
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

は
定
期
的
に
町
を
訪
れ
て
い
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
連
携
協
定

は
、
モ
ノ
の
開
発
は
も
ち
ろ
ん
、

ヒ
ト
を
結
び
、
ヒ
ト
を
育
て
る
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
も
あ
る

と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

パ
ウ
ダ
ー
、
カ
ッ
ト
ヤ
ム
、
と
ろ

ろ
な
ど
、
商
品
化
に
成
功
し
た
。

　

鹿
児
島
県
は
「
か
る
か
ん
饅
頭

（
ま
ん
じ
ゅ
う
）」
な
ど
が
有
名
で

あ
る
が
、
今
後
は
喜
界
島
産
「
か

る
か
ん
饅
頭
」
な
ど
の
二
次
製
品

の
開
発
に
向
け
て
菓
子
メ
ー
カ
ー

な
ど
と
の
連
携
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
他
、
菊
芋
、
ム
ク
ナ
な
ど
機

能
性
食
材
な
ど
の
試
作
を
継
続
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

南
あ
わ
じ
市
、

Ｊ
Ａ
あ
わ
じ
島

ヒトを結び産業興し

連
携
協
定
　
地
域
活
性
化
の
役
割
担
う

長野県長和町鹿児島県喜界町

カットヤム パウダー

ヤムイモ

　

東
京
農
大
は
兵
庫
県
南
あ
わ

じ
市
、
Ｊ
Ａ
あ
わ
じ
島
と
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
協
定

の
活
動
内
容
は
①
農
林
水
産
業

お
よ
び
農
村
地
域
の
課
題
解
決

②
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
③

学
術
・
研
究
・
広
報
④
産
業
・

科
学
技
術
の
振
興
⑤
雇
用
の
創

出
⑥
地
域
の
活
性
化
ま
た
は
交

流
の
拡
大
―
―
が
主
な
柱
。

　

本
学
と
南
あ
わ
じ
市
、
Ｊ
Ａ

あ
わ
じ
島
と
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
の
学
生
が
、南
あ
わ
じ
市「
ア

グ
リ
ア
イ
ラ
ン
ド
」
で
実
習
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
は
、
三
毛

作
体
系
の
継
続
を
目
指
し
た
土

づ
く
り
と
生
産
体
制
の
強
化
な

ど
地
域
産
業
の
発
展
に
向
け
た

取
り
組
み
も
行
う
。

　

締
結
式
は
５
月
14
日
、
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア
カ
デ
ミ
ア

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
南
あ
わ

じ
市
の
守
本
憲
弘
市
長
、
Ｊ
Ａ

あ
わ
じ
島
の
森
紘
一
組
合
長
ら

と
、本
学
か
ら
髙
野
克
己
学
長
、

大
浦
裕
二
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
長
ら
が
出
席
し
た
＝

写
真
㊤
。

ト
マ
ト
ソ
ー
ス
作
り
を
学
ぶ
農
大
生

ヤ
ム
イ
モ
に
つい
て
の
説
明
会

山
村
再
生
へ
プ
ロ
ジ
ェク
ト

果
樹
と
ヤ
ム
イ
モ
を
活
用

食
料
環
境
経
済
学
科
助
教
　
増
田　

敬
祐　

新
し
い
連
携
協
定

名
誉
教
授
　
　
　
　
　
　
　
豊
原　

秀
和

国
際
農
業
開
発
学
科
教
授
　
杉
原
た
ま
え

太
地
町
、太
地
漁
協
、

太
地
水
産
共
同
組
合

　

東
京
農
大
は
和
歌
山
県
太
地

町
、
太
地
漁
協
、
太
地
水
産
共

同
組
合
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
た
。
協
定
の
活
動
内
容
は

①
ま
ち
づ
く
り
お
よ
び
人
づ
く

り
に
関
す
る
こ
と
②
自
然
、
環

境
、
産
業
お
よ
び
地
域
振
興
に

関
す
る
こ
と
③
教
育
・
研
究
・

文
化
の
発
展
に
関
す
る
こ
と

―
―
が
主
な
柱
。

　

本
学
と
太
地
町
、太
地
漁
協
、

太
地
水
産
共
同
組
合
と
は
、
海

洋
水
産
学
科
の
小
林
万
里
教
授

に
よ
る
海
生
哺
乳
類
の
調
査
・

研
究
を
し
て
き
た
。
今
後
は
ク

ジ
ラ
や
イ
ル
カ
の
生
物
学
的
・

生
態
学
的
な
調
査
・
研
究
だ
け

で
は
な
く
、
利
用
・
加
工
や
販

売
で
の
協
力
な
ど
地
域
産
業
の

発
展
へ
の
取
り
組
み
も
行
う
。

　

締
結
式
は
５
月
16
日
、
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア
カ
デ
ミ
ア

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
太
地
町

の
三
軒
一
高
町
長
、
太
地
漁
協

の
脊
古
輝
人
組
合
長
、
太
地
水

産
共
同
組
合
の
岸
野
知
夫
理
事

長
ら
と
、
本
学
か
ら
髙
野
克
己

学
長
、
山
本
祐
司
副
学
長
ら
が

出
席
し
た
＝
写
真
㊤
。

松尾神社例祭で大根踊りを披露する農大生
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2020年度　一般入試　日程
出願期間 試験日 科目 学　部 学　　科 試験会場 合格発表 入学手続期間

A
日
程

Web出願
2020年

1月4日㈯

～

1月22日㈬

2020年
2月5日㈬

2020年
2月6日㈭

2020年
2月7日㈮

３
科
目
型

農学部
農学科・動物科学科
生物資源開発学科
デザイン農学科

札幌・仙台
郡山・水戸
宇都宮・高崎
大宮・松戸
津田沼・立川
町田・横浜
新潟・金沢
松本・静岡
名古屋・大阪
広島・福岡
那覇
世田谷キャンパス
北海道オホーツクキャンパス

2020年
2月14日㈮

13時

2020年
2月14日㈮

～

2月25日㈫
郵送のみ

（消印有効）

応用生物科学部
農芸化学科・醸造科学科
食品安全健康学科
栄養科学科

生命科学部
バイオサイエンス学科
分子生命化学科
分子微生物学科

地域環境科学部
森林総合科学科
生産環境工学科
造園科学科・地域創成科学科

国際食料情報学部
国際農業開発学科
食料環境経済学科
国際バイオビジネス学科
国際食農科学科

生物産業学部
北方圏農学科・海洋水産学科
食香粧化学科
自然資源経営学科

出願期間 試験日 科目 学　部 学　　科 試験会場 合格発表 入学手続期間

B
日
程

Web出願
2020年

2月7日㈮

～

2月19日㈬ 2020年
2月27日㈭

３
科
目
型

農学部
農学科・動物科学科
生物資源開発学科
デザイン農学科

仙台・大宮
松戸・津田沼
横浜・名古屋
大阪・福岡
世田谷キャンパス
北海道オホーツクキャンパス

2020年
3月6日㈮

13時

2020年
3月6日㈮

～

3月12日㈭
郵送のみ

（消印有効）

応用生物科学部
農芸化学科・醸造科学科
食品安全健康学科
栄養科学科

生命科学部
バイオサイエンス学科
分子生命化学科
分子微生物学科

地域環境科学部
森林総合科学科
生産環境工学科
造園科学科・地域創成科学科

国際食料情報学部
国際農業開発学科
食料環境経済学科
国際バイオビジネス学科
国際食農科学科

生物産業学部
北方圏農学科・海洋水産学科
食香粧化学科
自然資源経営学科

試験日は3日間。全学部全学科とも3日間のうちどの日でも受験可。
同じ学科を最大3日間受験可能。
1日の受験で学部にこだわらず、複数学科の出願が可能。入試科目の選択Ⅱは各学科が共通し
て選択可能としている科目を受験することが条件（科目詳細は大学案内もしくは本学ホーム
ページ参照）。

受験日自由選択制
同一学科複数日受験制
学部学科併頭制

学部にこだわらず、複数学科の出願が可能。入試科目の選択Ⅱは各学科が共通して選択可能と
している科目を受験することが条件（科目詳細は大学案内もしくは本学ホームページ参照）。

学部学科併願制

対　象 2019年４月1日以降、家計支持者を含む家族が居住する家屋が災害救助法適用地域にあり、かつ
全壊もしくは半壊の被害を受け、被害認定された2020年度入学志願者。

2020年度　センター試験利用入試　日程
学　部 科　目 出願期間 試験日 合格発表 入学手続期間

前
期

農学部

応用生物科学部

生命科学部

地域環境科学部

国際食料情報学部

生物産業学部

４科目型
３科目型

Web出願
2020年１月4日㈯

～

１月17日㈮

（最終日はWeb入力15時まで）郵送は消印有効
センター試験

2020年
1月18日㈯
1月19日㈰

2020年
2月14日㈮

13時

2020年2月14日㈮
～

2月25日㈫
郵送のみ（消印有効）

後
期 ３科目型

Web出願
2020年2月14日㈮

～

2月21日㈮

（最終日はWeb入力15時まで）郵送は消印有効

2020年
3月6日㈮

13時

2020年3月6日㈮

～

3月12日㈭
郵送のみ（消印有効）

〇前期日程においては、3科目型と4科目型の2方式を併用します。
〇受験学科の指定科目さえ受験していれば、併願に制限はありません。全学部の異なる学科の併願、同じ学科の４科目
　型と３科目型を併願することも可能。また、前期と後期を併願することも可能。
〇一般入試Ａ日程およびＢ日程との併願も可能です。

お問い合せ先 	 世田谷キャンパス〈応用生物科学部・生命科学部・地域環境科学部・国際食料情報学部〉
	 〒156-8502	東京都世田谷区桜丘1-1-1	 入試センター	TEL.03-5477-2226

	 厚木キャンパス〈農学部〉
	〒243-0034	神奈川県厚木市船子1737	 入試課	 TEL.046-247-4433

	 北海道オホーツクキャンパス〈生物産業学部〉
	〒099-2493	北海道網走市八坂196	 入試課	 TEL.0152-48-3814

2020年度　入学志願者・入学許可者に対する
災害救助法適用に伴う特別措置を実施します。

2019 年４月以降災害救助法適用地域に居住する保護者が被災（家屋全壊・家屋半壊）された本学
志望の受験生に対し、2020年度入学検定料と入学後の初年度授業料等減免の特別措置を講じます。

最終日は
Web入力
15時まで
郵送は

消印有効 ））

最終日は
Web入力
15時まで
郵送は

消印有効 ））

東京農大2020年度 入試情報
①一般入試 Ａ日程の試験会場は、全国23会場で実施
②一般入試 Ｂ日程は、全国10会場で実施
③センター試験利用入試前期・後期日程を実施

＜問い合わせ先＞

学校法人東京農業大学　財務部　募金課
〒156-8502　東京都世田谷区桜丘 1－1－1
TEL. 03-5477-2776
E-mail. bokin@nodai.ac.jp
東京農業大学　https://www.nodai.ac.jp/
東京農大古本募金　https://www.furuhon-bokin.jp/nodai/

「申込書」は東京農大古本募金ホームページの「電話で申込む」から
ダウンロードしてください。

し
た
。
３
日
間
の
来
場
者
は
延

べ
約
８
０
０
人
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
若

者
が
考
え
る
、
地
域
社
会
と
地

球
全
体
を
結
び
つ
け
る
た
め

の
持
続
可
能
な
農
業
と
資
源

管
理
の
方
法
に
つ
い
て
」。
18
、

19
日
は
農
業
、
環
境
、
食
料
、

教
育
の
４
分
野
、
７
グ

ル
ー
プ
で
、
各
国
の
学

生
の
活
動
を
紹
介
し
合

い
、
討
論
を
交
わ
し
た
。

「
農
業
分
野
に
お
け
る

学
生
の
活
動
」
の
グ
ル
ー

プ
で
は
メ
キ
シ
コ
、
中

国
、
モ
ン
ゴ
ル
の
学
生

と
共
に
東
京
農
業
大
学

国
際
農
業
開
発
学
科
の

沼
田
萌
香
さ
ん
（
３
年
）

が
「
日
本
の
農
村
地
域

で
の
私
た
ち
の
取
り
組

み
ー
静
岡
県
島
田
市
伊

久
美
地
域
の
事
例
」
に

つ
い
て
発
表
し
た
。

19
日
に
横
井
講
堂
で

「
食
と
農
と
環
境
を
考
え

る
」
第
19
回
世
界
学
生
サ
ミ
ッ

ト
（
Ⅰ
Ｓ
Ｓ
）
が
９
月
18
、
19
、

21
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
、
発
表
者
と
し
て
26
カ

国
・
地
域
29
大
学
か
ら
農
学
を

学
ぶ
学
生
44
人
の
他
、
海
外
協

定
校
の
教
職
員
19
人
が
参
加

行
わ
れ
た
全
体
討
論
で
は
、
各

グ
ル
ー
プ
か
ら
各
国
の
活
動

に
つ
い
て
発
表
が
あ
っ
た
後
、

持
続
可
能
な
農
業
や
環
境
保

全
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
学

生
と
し
て
で
き
る
こ
と
や
課

題
に
つ
い
て
各
国
の
学
生
が

話
し
合
っ
た
。
ま
た
、
農
大
一

高
、
二
高
、
三
高
な
ど
の
高
校

生
ら
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
模
様
は
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
で

も
同
時
中
継
さ
れ
た
。

東
京
農
業
大
学
の
新
部
昭

夫
副
学
長
一
行
は
８
月
23
日
、

台
湾
の
国
立
中
興
大
学
を
表

敬
訪
問
、
新
た
に
交
換
留
学
の

覚
書
を
締
結
し
た
。
学
生
交
流

を
さ
ら
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
研
究
面
で
の
協
力
に
つ
い

て
も
推
進
し
て
い
く
の
が
目

的
。締

結
式
に
は
本
学
か
ら
他

に
豊
原
秀
和
名
誉
教
授
、
手

島
秀
樹
事
務
局
長
ら
が
出
席
、

中
興
大
か
ら
はD

r.C
hang-

H
sien Yang

副
学
長
、D

r. 
M

u-M
in C

hen

国
際
担
当
副

学
長
、Dr.Shaw-Yhi Hwang

農
業
・
自
然
資
源
学
部
副
学
部

長
ら
が
出
席
し
た
。

中
興
大
は
、
１
９
１
７
年

に
創
立
さ
れ
、
台
湾
で
は
最
も

古
い
農
学
部
を
有
す
る
大
学

で
、
今
年
で
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
。

九
つ
あ
る
学
部
（
カ
レ
ッ

ジ
）
の
う
ち
三
つ
は
農
業
や
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
係
す

る
学
部
（
農
業
・
自
然
資
源

学
部
、
生
命
科
学
部
、
獣
医
学

部
）。
こ
の
３
学
部
で
大
学
規

模
の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
。

農
大
と
中
興
大
は
、
92
年

に
学
術
連
携
協
定
を
締
結
し

た
、
農
大
に
と
っ
て
５
番
目
に

古
い
協
定
校
。
こ
れ
ま
で
夏
期

短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
長
期
交
換

留
学
、
世
界
学
生
サ
ミ
ッ
ト
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ

て
、
学
生
間
、
教
員
間
の
交
流

を
展
開
し
て
き
た
。

学
生
交
流
は
こ
れ
ま
で
、

長
期
交
換
留
学
に
農
大
か
ら

中
興
大
に
計
15
人
、
中
興
大
か

ら
農
大
に
計
37
人
が
参
加
。
夏

期
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
農

大
か
ら
中
興
大
に
累
計
で
学

生
３
１
９
人
と
引
率
教
員
48

人
、
中
興
大
か
ら
農
大
に
累
計

で
学
生
３
２
０
人
と
引
率
教

員
47
人
が
参
加
し
て
い
る
。

活動を発表した各国の学生らが総合討論を行った

中興大学との交換留学の覚書締結式

学
生
交
流
さ
ら
に

持
続
可
能
な
農
業
を
討
論台

湾
・
中
興
大
と
留
学
覚
書

26
カ
国
・
地
域
の
学
生
が
世
界
サ
ミ
ッ
ト
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熱帯作物学研究室は、熱帯・亜熱帯地
域で栽培されている農作物や熱帯原産
の有用植物資源を対象に、その特性解明
および新規利用法の開発、栽培技術の開
発・改良に重点を置いた研究を行ってい
ます。現在、15人の大学院生（8人の海
外留学生）と約50人の学部生が研究室
に所属し、大学院生を中心にさまざまな
研究課題に取り組んでいます。
遺伝資源の保全と育種利用

近年、気候変動による地球温暖化は、
干ばつや高温障害、新たな病害虫の拡大
などの問題を引き起こし、農業の安定生
産にも影響を与えています。このような問
題に対応するため、新たな品種育成を進
める必要があり、そのためには多様な遺
伝的形質を持つ遺伝資源が必要不可欠
です。私たちの研究室では、1000品種・
系統のイネをはじめ、さまざまな作物の遺
伝資源を保有しています。宮古亜熱帯農
場では、農場と協力し、ヤムイモ100系
統およびタロイモ300系統の遺伝資源を
フィールド保存し、研究に役立てていま
す。例えば、イネでは世界中の品種を活用
し、高温ストレス、乾燥ストレス、アルカリ
土壌など環境ストレスに強い新品種の育
成を目指しています。ミャンマーでは、毎
年アブラナ科野菜類の遺伝資源探索収
集を行い、高温ストレス耐性やウイルス
抵抗性などの特性評価を行っています。
また同国から導入したラッカセイの地
方品種には、乾燥ストレス下においても

窒素固定能
力の高い品
種が見いだ
され、耐干
性高収量品
種の育成を
目指してい
ます。

1993年にパプアニューギニアのヤム
イモ遺伝資源の探索収集から始まった、
ヤムイモ研究は、本研究室の研究の柱と
して長く続けてきました。研究テーマは
多岐にわたり、これまでにもさまざまな成
果を上げてきました。最近、ダイジョなど

国際食料情報学部　国際農業開発学科　熱帯作物学研究室

教 授  入江 憲治

持続可能な開発目標（SDGs）
Goal 2「飢餓をゼロに」の
達成を目指して
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のヤムイモ
が窒素固定
能力を持つ
細菌と共生
する植物で
あることが
明らかにな

り、ヤムイモから分離された窒素固定菌
と生育との共生関係を解明する研究を進
めています。また日本のヤムイモであるジ
ネンジョとナガイモの種間および種内・品
種間類縁関係を解析し、それぞれの品種
群を簡易的に識別できる指標の開発に取
り組んでいます。

このように多様な遺伝資源を活用し、
品種改良において不可欠な遺伝子の情
報を蓄積することで、必要な遺伝子を
一つずつ積み上げていく、遺伝子ピラミ
ディングによるデザイン育種が可能とな
ります。
国際農業研究と人材育成

熱帯作物学研究室は、国内外の機関
と連携した研究活動を推進しています。
西アフリカのナイジェリアでは、2012年
に国際熱帯農業研究所（International 
Institute of Tropical Agriculture）と
共同研究契約（MoU）を交わし、ヤムイ
モ生産技術
開発の研究
に取り組ん
でいます。
東アフリカ
のケニアで
は、バイオ
バーシティ・
インターナショナル（国際植物遺伝資源
研究所）と協働で、農業生物多様性によ
る栄養改善を目指した、「アフリカ地域
の生活習慣や食文化に適応した新たな
栄養評価法の開発」の研究を行っていま
す。このような海外で行うフィールド研究
は、学生と共に取り組んでおり、学生を人
間的に成長させるとともに、実践的な知
識や経験および技術が身に付き、グロー
バルに活躍する人材を育成する教育を目
指しています。

IITAにおけるヤムイモ窒素固定
能力の研究（ナイジェリア）

バイオバーシティと連携した農業
多様性と栄養調査（ケニア）

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
よ
っ
て
大
量

の
放
射
性
物
質
が
環
境
中
に

放
出
さ
れ
た
。
そ
の
放
射
性
物

質
を
取
り
除
く
た
め
、
環
境
省

を
中
心
に
除
染
が
行
わ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
福
島
県
相
馬
市

で
は
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域

に
指
定
さ
れ
た
住
宅
２
５
２
１

戸
（
進
ち
ょ
く
率
１
０
０
％
）、

公
共
施
設
２
１
２
カ
所
（
同
１

０
０
％
）、
道
路
17
・
９
㌔
（
同

１
０
０
％
）
農
地
（
水
田
35
・

６
㌶
、
畑
地
35
・
１
㌶
）
の
ほ

ぼ
全
て
の
除
染
活
動
が
完
了
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
。

一
方
、
一
般
的
な
農
地
の
除

染
方
法
で
あ
る
表
土
剥
ぎ
取
り

で
発
生
し
た
土
壌
は
、
フ
レ
コ

ン
バ
ッ
グ
に
入
れ
ら
れ
一
時
的

に
仮
置
場
に
積
ま
れ
て
い
る
。

最
近
で
は
中
間
貯
蔵
施
設
が
大

熊
町
と
双
葉
町
に
完
成
し
随
時

運
搬
・
貯
蔵
作
業
が
行
わ
れ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
令
和

６
年
に
は
福
島
県
外
に
そ
れ
ら

の
最
終
処
分
場
を
つ
く
る
と
い

う
の
が
環
境
省
の
方
針
で
あ
る

が
、
汚
染
土
の
処
理
は
今
後
の

大
き
な
課
題
と
し
て
残
っ
て
い

る
。

汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
な

ど
に
指
定
さ
れ
た
場
所
で
は
除

染
が
進
ん
で
い
る
一
方
で
、
福

島
県
の
面
積
の
約
70
％
を
占
め

る
森
林
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
除
染

が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
依
然
と

し
て
高
い
空
間
線
量
、
高
い
放

射
性
物
質
濃
度
の
状
態
に
あ
る

と
の
報
告
が
あ
る
。
特
に
、
未

除
染
の
森
林
と
境
界
を
接
す
る

除
染
済
み
の
農
地
・
放
牧
地
な

ど
へ
の
放
射
性
物
質
の
流
出
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

平
成
30
年
度
に
東
日
本
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
相
馬
市
山
間

部
の
急
傾
斜
地
の
放
牧
地
で
の

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
空
間
的
な

濃
度
分
布
、
森
林
か
ら
の
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
の
流
出
動
態
を
把

握
し
、
そ
の
対
策
を
提
案
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
研
究
を
行
っ

た
。調

査
対
象
地
は
福
島
県
相
馬

市
の
放
牧
地
で
、
特
に
放
牧
地

内
は
急
傾
斜
の
地
点
が
多
く
ま

た
勾
配
が
さ
ま
ざ
ま
な
た
め
、

ま
ず
詳
細
な
測
量
を
行
っ
た
。

ま
た
研
究
で
は
、
森
林
と
牧
草

地
と
の
境
界
の
周
囲
を
囲
む
よ

う
な
12
地
点
に
お
い
て
土
壌
表

面
か
ら
５
㌢
の
深
さ
ま
で
を
１

０
０
立
方
㌢
サ
ン
プ
ラ
ー
を
用

い
て
土
壌
を
採
取
し
た
。
採
取

し
た
土
壌
サ
ン
プ
ル
は
ゲ
ル
マ

ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
を
用
い

て
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
測

定
を
行
っ
た
。
調
査
の
結
果
多

く
の
地
点
で
は
未
除
染
の
森
林

か
ら
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
流
出

し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

一
方
で
、
あ
る
地
点
で
は
境

以
下
の
濃
度
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
未
除
染
の

森
林
か
ら
除
染
済
み
農
地
へ
の

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
流
出
が
起

こ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
特
に

境
界
か
ら
の
距
離
が
遠
く
な

る
に
従
い
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃

度
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
土

壌
粒
子
や
落
ち
葉
な
ど
に
付
着

し
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
降
雨

に
よ
っ
て
下
方
へ
流
出
し
た
可

能
性
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

た
。以

上
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
調
査
し
た
放
牧
地
で
は
境

界
か
ら
少
な
く
と
も
マ
イ
ナ
ス

６
㍍
の
地
点
ま
で
除
染
を
行
う

こ
と
に
よ
り
放
牧
地
へ
の
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
の
流
出
は
防
止
で

き
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
継
続

的
に
未
除
染
か
ら
の
放
射
性
物

質
の
除
染
済
み
農
地
へ
の
流
出

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
必
要
が

あ
る
。
令
和
元
年
度
の
研
究
で

は
さ
ら
に
中
域
程
度
（
１
㌶
程

度
）
の
範
囲
に
お
い
て
空
間
線

量
分
布
を
把
握
す
る
こ
と
を
目

指
し
Ｕ
Ａ
Ｖ
（
ド
ロ
ー
ン
）
を

用
い
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
令

和
元
年
度
か
ら
公
益
財
団
法
人

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー

ス
ト
構
想
推
進
機
構
が
行
っ
て

い
る
研
究
事
業
に
採
択
さ
れ

た
。「
大
学
の
専
門
的
知
見
を
フ

界
か
ら
０
～
２
㍍
の
未
除
染
地

点
で
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度

が
１
㌔
当
た
り
４
０
０
０
～
６

０
０
０
ベ
ク
レ
ル
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
２
～
10
㍍
地
点
で
は

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
１
㌔
当

た
り
５
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
、

８
～
10
㍍
で
１
０
０
ベ
ク
レ
ル

ル
活
用
し
た
浜
通
り
地
方
の
復

興
か
ら
地
域
創
生
へ
の
シ
ー
ム

レ
ス
な
支
援
モ
デ
ル
構
築
」
と

い
う
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
は
復
興
支
援
に
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
新
た

な
フ
ェ
ー
ズ
に
入
り
「
人
材
育

成
」「
地
域
創
生
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、「
東
京
農
大
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
」
と
題
し
、
地
元
高

校
生
約
20
人
と
教
員
と
農
大
生

が
参
加
し
た
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

を
８
月
８
日
に
実
施
し
た
。
メ

ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
企
画
し
た

「
水
田
の
土
壌
の
横
顔
を
み
て

み
よ
う
」「
田
畑
と
里
山
の
虫
た

ち
」「
里
山
に
進
出
す
る
野
生

動
物
」「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
実
践

講
座
」
を
行
っ
た
。

「
水
田
の
土
壌
の
横
顔
を
み

て
み
よ
う
」
で
は
南
相
馬
市
の

小
高
地
区
の
津
波
被
害
を
受

け
た
水
田
で
土
壌
断
面
を
作
成

し
、
観
察
と
簡
易
の
物
理
・
化

学
分
析
を
行
っ
た
。
断
面
を
み

て
み
る
と
表
層
か
ら
約
20
㌢
ま

で
砂
礫
（
さ
れ
き
）
層
が
あ
り
、

津
波
に
よ
り
運
搬
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

そ
の
下
の
層
に
は
元
々
の
水
田

土
壌
が
出
て
き
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
層
で
土
壌
の
横
顔
が
違
っ
て

く
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

津
波
被
害
を
受
け
た
水
田

の
復
興
で
は
、
こ
の
よ
う
な
調

査
を
す
る
こ
と
に
よ
り
効
果
的

な
復
興
が
可
能
で
あ
る
と
分

か
り
高
校
生
は
興
味
深
く
聞
き

入
っ
て
い
た
。
ま
た
参
加

し
た
高
校
生
か
ら
は
農
学

の
面
白
さ
や
奥
深
さ
を
学

べ
て
よ
か
っ
た
な
ど
、
非

常
に
好
意
的
な
意
見
が
聞

け
た
。
将
来
的
に
今
回
参

加
し
た
高
校
生
な
ど
の
地

元
の
若
者
が
福
島
県
の
復

興
の
リ
ー
ダ
ー
に
育
っ
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

安
心
し
て
営
農
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

山
間
の
放
牧
地
や
森
林
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
調
査

　
　

地
域
環
境
科
学
部　

生
産
環
境
工
学
科　

准
教
授　

中
島　

亨

山
間
部
の
農
地
で
の

空
間
線
量
率
の
把
握

農
大
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

in
福
島

東日本支援
プロジェクト

福島県飯舘村の放射性物質で汚染された
土壌などの仮置場

福島県相馬市の調査地の概要

急傾斜地の牧草地で測量をする
農大生

津波被害を受けた水田でのサマース
クールの様子
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農大の魅力を伝えるオープンキャンパス

2019年オー
プンキャンパ
スが８月４日
（日）、５日（月）
に猛暑の中、
開かれた。今
年は授業日の
関係で日、月
曜日の開催と
なった。近年
は保護者の参
加が多くなり、
月曜日は来られないのではないかと来場者数の
減少を見込んでいたが、北海道から沖縄までの
全国から9310人来場。昨年を上回った。
初日は午前10時オープン前から長蛇の列がで

き、繰り上げて開始した。東京農大への期待の高
さがうかがわれた。
その上、2020年度入試は大学入試センター試
験が最後の年になること、東京23区内の定員厳
格化により大規模私立大学が入学者数を絞って
いることなどのため「浪人はしたくない」という受
験生の安全志向も拍車をかけたと思われる。
今年から新たなＡＯ入試を４制度導入したこと

もあり、「ＡＯ・推薦入試対策講座」に多くの参加
者があり、質問者の列も長くなっていた。
「学科別マナビ体感」で参加者は、バイオプラス
チック作り、フクロウに触れる体験、バナナのせり

体験など、各学科のマナビを想像させる、趣向を
凝らした催しに入学後の自分を重ね合わせてい
た。卒業生も参加した進路の話もあり、各会場
とも外気温を超える熱気に満ちていた。その中で
飲む網走の牛乳がとてもおいしかった。

８月４日（日）、５日（月）に厚木オープンキャン
パスを開催し、約2700人が来場した。
「学科別マナビ紹介」では、研究内容などの展
示による学科紹介だけでなく、学生による研究
発表や研究室、施設をめぐるツアーなど、体験で
きる企画で農学部４学科を紹介した。
また、大学の授業を体験できる「模擬講義」や

「サイエンスショー」、「農学部・入試・就職ガイダン
ス」なども実施した。毎年人気のある「伊勢原農
場見学バスツアー」は定員を増やし、より多くの
人に見学していただいた。

学生会館１階のアグリラウンジは休憩所として
開放し、来場者には、農学部で製造したミルクア
イスクリームを配付した。またアンケートに協力し
ていただいた方には、伊勢原農場で栽培した花の
苗やタマネギなどの農産物や富士農場で生産し
たホロホロチョウの卵などの農学部ならではのも
のをプレゼントした。

レストランけやきでは、ホロホロチョウのプリン
や伊勢原農場で栽培した果物を使用したホロホ
ロプリンアラモードを各日限定30食で販売。
多くの来場者に農学部の魅力を十分に知って

もらえたイベントとなった。

豊かな自然に囲まれた北海道オホーツクキャ
ンパスでは７月27日（土）、28日（日）にオープン
キャンパス、８月24日（土）にキャンパスツアーを

開催し、生物産業学部に興味を持つ受験生や保
護者を全国各地から迎えた。
学びのフィールドである北海道オホーツク地域
全体を俯瞰（ふかん）するため「地域の全てがキャ
ンパスツアー」として、360度の大パノラマが広が
る天都山山頂のオホーツク流氷館展望テラスへ
バスで移動。世界自然遺産知床の眺望、眼下に広
がるオホーツク海、五つの湖、広大な大地などの
大自然を実感した。
キャンパスへ戻り、北海道オホーツク地域の大
自然の中で展開されている「森と湖の学校」「大
地の学校」「海と川の学校」の〝学校シリーズ〟を
紹介。学科の枠を超えた、生物産業学部４学科
の連鎖した〝マナビ〟、地域との連携した取り組

みなどを披露した。
もちろん、各学科のマナビを体験する「学科マ
ナビ体験」も実施。周辺環境をフル活用した各学
科の特徴的な研究・教育活動の一端を体験。
昼食はオホーツクの素材を詰め込んだ特製ラ

ンチで北海道の「食」も堪能した。さらに、2020
年度入試から新たに導入されるＡＯ入試を中心と
した「入試概要説明」も実施。参加者は熱心にメ
モを取りながら説明に聞き入っていた。

学生と教職員が一丸となって来場者をおもてなし

参加者の相談に話が弾む学生スタッフ生き物に触れる体験

バナナのせり体験

厚木キャンパス 北海道オホーツクキャンパス

猛暑に負けない熱気 農学部の面白さ体感 自然の中マナビ紹介
世田谷キャンパス

伊勢原農場を見学する参加者

アグリラウンジの様子

企
画
展
示
①

て
30
年
を
迎
え
る
２
０
２

０
年
を
前
に
し
、
ま
た
、

１
９
７
２
年
に
造
園
科
学

科
（
当
時
：
造
園
学
科
）

の
研
究
室
体
制
が
体
系
化

さ
れ
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

デ
ザ
イ
ン
研
究
室
」
の
前

進
で
あ
る
「
造
園
計
画
第

２
研
究
室
」
が
誕
生
し
て

ま
も
な
く
50
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
東
京
農
業
大

学
に
お
け
る
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
教
育
の

近
年
の
「
作
品
」
と
「
教

育
を
支
え
た
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
そ
の
作
品
」、
そ
し
て

「
農
大
と
社
会
と
の
つ
な

が
り
」
を
概
観
し
、
自
然

と
の
関
わ
り
の
中
で
暮
ら

し
の
舞
台
と
し
て
よ
り
質

の
高
い
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
デ
ザ
イ
ン
」
を
み
ん
な

で
具
現
化
し
て
い
く
た
め

の
新
た
な
一
歩
で
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
な
ど
に
よ
り
限
界
集
落

や
消
滅
可
能
性
都
市
が
取

り
ざ
た
さ
れ
る
中
、
そ
こ

な
ら
で
は
の
資
源
を
織
り

込
ん
だ
地
域
計
画
、
地
域

デ
ザ
イ
ン
を
行
う
こ
と
で

経
済
的
基
盤
も
確
保
し
な

が
ら
も
経
済
的
価
値
だ
け

で
は
語
れ
な
い「
豊
か
な
」

暮
ら
し
を
展
開
し
た
い
。

○
会
期
：
①
②
と
も
10
月

24
日
（
木
）
～
令
和
２
年

４
月
15
日
（
水
）

和
感
も
な
く

広
く
受
け
入

れ
ら
れ
、
世

界
の
医
学
、

農
学
な
ど
の

研
究
教
育
に

お
い
て
、
な

く
て
は
な
ら

な
い
生
き
物

で
あ
る
。

　

本
学
で
も

マ
ウ
ス
は
広

く
利
用
さ
れ
、

か
つ
て
世
界

を
驚
か
せ
た

二
母
性
マ
ウ
ス
〝
か
ぐ

や
〟
を
誕
生
さ
せ
、
生
命

発
生
の
解
明
に
大
き
く
貢

献
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
て

い
る
。

　

一
方
、
子
年
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
年
で
も
あ
る
。「
東

京
の
ネ
ズ
ミ
対
策
を
考
え

ろ
」
と
い
う
声
も
あ
る
。

本
展
で
は
殊
に
江
戸
時
代

の
ペ
ッ
ト
と
し
て
の
家
ネ

ズ
ミ
、
ま
た
〝
か
ぐ
や
〟

な
ど
の
マ
ウ
ス
な
ど
を
通

し
て
、
ネ
ズ
ミ
と
日
本
人

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

み
ど
り
と
暮
ら
し
の
舞
台

演
出
家
／
農
大
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
Ｎ
Ｏ
Ｗ

＆
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

　

こ
の
企
画
展
は
、
大
学

院
造
園
学
専
攻
が
誕
生
し

小
さ
い
隣
人
「
マ
ウ
ス
と

い
う
名
の
鼠
」
展

　

２
０
２
０
年
の
干
支

（
え
と
）
は
子
年
（
ね
ど

し
）、い
わ
ゆ
る
「
鼠
（
ね

ず
み
）」
で
あ
る
。
そ
の

代
表
的
な
鼠
が
ド
ブ
ネ
ズ

ミ
、
ク
マ
ネ
ズ
ミ
、
ハ
ツ

カ
ネ
ズ
ミ
の
家
ネ
ズ
ミ
と

称
さ
れ
る
仲
間
で
あ
ろ

う
。
と
こ
ろ
が
、
驚
く
こ

と
に
わ
が
国
で
は
ハ
ツ
カ

ネ
ズ
ミ
は
江
戸
時
代
、
既

に
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
わ

れ
、
飼
育
本
も
刊
行
さ
れ

る
ほ
ど
の
人
気
だ
っ
た
。

　

ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
は
現

代
、
家
畜
化
さ
れ
マ
ウ
ス

と
呼
ば
れ
、
そ
の
姿
形
と

行
動
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
マ
ウ
ス
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
そ
の
名
は
違

企
画
展
示
②



令和元年11月1日 （8）第126号

　大学スポーツ界の最大のイベントとも言える
箱根駅伝への出場は、他の大学も並 な々らぬ意
気込みで、その強化に取り組んでいます。
　東京農業大学校友会は、母校農大と一体と
なって、陸上競技部の強化対策を支援するため
に「箱根駅伝への道ｏｎｅコイン募金」を開始し、
今年で２年目となります。
　全国から寄せられた募金は令和元年９月末
で3,251件、751万9,487円になりました。ご協力い
ただきました皆さまに厚くお礼申し上げます。
　５月24日に開催された校友会通常総会の席上、
寄せられた募金から第２期分200万円を男子長
距離セクションの強化対策費として、陸上競技
部に寄贈しました。
　小指徹・男子監督は「全員が箱根駅伝の予
選を突破するという思いで頑張っています」と
本戦出場への決意を表明。「ｏｎｅコイン募金は
強化対策に、しっかり有効に使わせていただき
ます」と述べました。

第２期分を陸上競技部に

校
友
会
の
外
園

副
会
長
㊧
か
ら

農
友
会
陸
上
競
技
部
の
小
指
監

督
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

※
平
成
31
年
４
月
か
ら
令
和
元
年
９
月
末
ま
で
に

校
友
会
本
部
に
お
届
け
い
た
だ
い
た
方
々
で
す
。

　

以
降
も
募
金
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
毎
号
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

   （
順
不
同
、
敬
称
略
）

募
金
者
ご
芳
名

箱
根
駅
伝
へ
の
道 

ｏ
ｎｅ
コ
イ
ン
募
金

【
北
海
道
】

鶴
丸
哲
司　

雨
池
信
行　

馬
場

昭
和　

阿
部
昭
彦　

宮
田
純
一

【
青
森
】

中
田
健
造　

齋
藤
久
美
子

【
岩
手
】

駒
井
元　

千
葉
徳
太
郎

【
宮
城
】

会
田
保
良　

門
間
清　

芳
賀
昊 

長
屋
秀
幸

▽
支
部
総
会　

伊
東
健　

渡
辺

岑
夫　

恵
美
雅
信　

山
田
龍
太

郎　

淺
見
紀
夫　

阿
部
幸
弘　

伊
藤
裕
之　

遠
藤
鷹
一　

遠
藤

武
聡　

及
川
史
郎　

大
川
武
彦 

小
野
和
廣　

加
藤
功　

小
室
秀

行　

西
條
將
志　

斉
藤
頴
喜　

佐
久
間
亨　

佐
藤
順
治　

佐
々

木
政
夫　

庄
子
喜
孝　

鈴
木
和

人　

高
橋
汎　

高
橋
弘　

立
花

善
夫　

永
井
博　

永
田
幸
洋　

行
方
博　

新
野
憲
秋　

西
村
徹 

芳
賀
昊　

早
坂
薫　

林
伸
一　

兵
藤
充
彦　

松
尾
安
人　

松
本

信
二　

峯
岸
孝
浩　

宮
沢
秀
夫 

宮
澤
雅
隆　

村
上
格　

渡
辺
軍

二　

渡
邉
守　

渡
辺
康
夫

【
秋
田
】

渡
会
諭　

吉
尾
信
雄　

船
木
耕

太
郎　

佐
々
木
仁　

藤
田
三
寿 

支
部
総
会
参
加
者
有
志
一
同

【
山
形
】

須
藤
行
雄　

堀
光
幸　

後
藤
康

太
郎　

小
野
寺
徹

【
福
島
】

緑
川
幹
朗　

小
澤
義
喜　

大
井

幸
広　

齊
藤
龍
悟　

氏
家
又
治

郎　

星
久
一
郎　

岩
渕
薫　

大

竹
幸
一　

諸
井
英
樹　

髙
橋
庄

作　

酒
井
慎
二　

田
部
文
紀　

梅
木
忠
孝　

斉
藤
幸
祐　

小
野

里
正
信　

い
わ
き
支
部
総
会
参

加
者
一
同

【
茨
城
】

木
嶋
孝　

濱
史
郎　

櫻
井
良
宏 

篠
原
貴
子　

麻
生
阿
由
美　

油

原
正
明　

北
志
郎　

高
野
三
郎 

飯
田
秀
昭　

吉
見
光　

高
野
三

郎▽
支
部
総
会　

秋
山
次
郎　

高

野
三
郎　

兼
村
清
雄　

木
村
正

道　

大
和
田
幹
夫　

鈴
木
勝
一 

成
井
重
美　

外
ノ
岡
政
典　

羽

生
昭
男　

谷
口
信
之　

鈴
木
周

也　

渡
辺
和
宏　

兼
村
昌
記　

箕
輪
由
美

【
栃
木
】

岩
渕
守
男　

三
宅
恭
典　

小
川

勝
人　

山
中
庄
一

▽
支
部
総
会　

石
塚
透　

小
島

俊
一　

柿
沼
俊
徳　

池
上
知
恵

子　

石
原
良
行　

大
島
哲
男　

石
田
幸
一　

金
子
友
昭　

橋
本

昌
英　

鈴
木
誠
人　

大
島
肇　

小
林
政
至　

菅
原
礼
太
郎　

野

島
忠
夫　

舩
田
吉
昭　

大
竹
正

浩　

町
田
彰
久　

横
松
久
夫　

大
橋
利
一
郎　

永
島
晃　

田
代

和
彦　

明
瀬
敏　

宇
賀
神
正
章 

鈴
木
崇
之　

秋
山
貴
之　

今
長

邦
仁　

片
山
勇　

見
形
和
久　

下
山
剛
史　

土
屋
久
子　

髙
橋

直
矢　

笹
川
邦
子　

佐
藤
信
之

【
群
馬
】

久
保
富
雄　

和
泉
一
郎　

中
澤

丈
一　

上
原
伸
吾　

上
原
由
美 

都
所
直
樹　

澤
田
三
郎　

根
岸

洋
介　

清
水
基　

戸
田
雅
稀　

小
和
田
和
貞　

六
角
敏
三　

清

水
敏
夫　

杉
田
明
美

【
埼
玉
】

吉
田
健
一　

佐
藤
悌
三　

鈴
木

健
治　

栗
原
将
大　

沢
田
喜
一

郎　

吉
田
廣
文　

小
竹
弘
昭　

森
田
雅
子　

久
保
田
紀
彦　

北

林
葉
子　

豊
島
義
明　

松
本
康

博　

黒
田
昭　

角
谷
幸
平　

市

川
光
晴　

井
上
信
人　

水
澤
洋

介　

関
根
家
松　

鈴
木
健
治 

佐
々
木
淑
元　

鈴
木
勝　

安
達

哲
司　

岡
本
素
子

▽
支
部
総
会　

清
水
信
夫　

後

藤
久
雄　

岡
田
力　

川
田
安
夫 

鈴
木
峯
一　

田
中
淳　

瀬
山
明 

川
鍋
秀
雄　

川
俣
好
子　

伊
藤

一
夫　

水
澤
洋
介　

中
島
洋
志 

山
崎
正
治　

宮
林
茂
幸　

川
俣

俊
文　

安
達
哲
司　

遠
藤
征
矢 

森
川
昌
紀　

三
ツ
木
宏
征　

清

川
直
弘　

横
田
豊
邦　

髙
橋
孝

幸　

小
峰
和
昭　

宮
崎
崇
仁　

前
田
拳
三

【
千
葉
】

亀
川
貴
之　

盛
田
正
樹　

大
江

直
毅　

岩
瀬
和
夫　

伊
藤
敏
子 

荒
木
信
枝　

清
野
諭
史　

亀
田

雄
司　

斎
藤
謙
吾　

成
田
淳
一 

高
橋
義
之　

小
安
由
男　

山
本

紀
生　

渡
辺
武
能　

山
崎
雅
士 

小
野
﨑
一
男　

藤
代
孝
七　

三

須
健
一　

鳥
海
稔
雄

▽
長
生
郡
市
常
磐
会　

松
野
潔 

森
誠
一　

正
林
正
任　

大
柿
恵

司　

沼
崎
博
志　

石
井
睦
弘　

長
生
郡
市
常
磐
会
有
志

▽
千
葉
県
常
磐
会　

小
林
正
和 

熊
谷
一
秀　

千
葉
県
常
磐
会
有

志▽
支
部
総
会　

小
高
展
二　

丸

豊　

石
井
睦
弘　

丸
山
武
則　

千
葉
県
支
部
有
志

▽
山
武
支
部　

猪
野
和
昭　

小

野
﨑
一
男　

堀
越
将
吾　

今
関

喜
行　

鳥
海
稔
雄　

斎
藤
寿
夫 

繁
田
利
幸　

前
川
正
和　

横
林

研
太
朗　

行
木
達
哉　

山
武
支

部
一
同

▽
高
校
職
員
校
友
会　

西
川
明

夫　

竹
生
田
茂
樹　

伊
藤
周　

池
邉
憲
彦　

川
瀬
幸
子　

八
本

治　

野
口
仁　

桑
田
美
和　

永

野
直　

大
島
孝
之　

成
田
美
恵

子　

吉
田
暁　

中
村
隆
志　

鈴

木
陽
香　

中
村
光
芳　

支
部
高

校
職
員
校
友
会
総
会
有
志

【
東
京
】

比
留
間
孝
明　

伊
藤
雄
介　

田

口
仁　

森
田
将
史　

吉
竹
永
史 

大
場
淳
一　

細
井
誠
一　

林
田

武
実　

加
藤
靖　

神
田
昌
幸　

阿
部
達
明　

宮
澤
明
日
香　

宇

田
川
美
穂
子　

田
代
清
重　

佐

久
間
恵
助　

小
池
荘
一
郎　

小

牧
昭
次　

池
田
明
子　

古
市
清

隆　

大
泉
高
明　

坂
本
龍
三
郎 

山
田
善
通　

桜
井
太
郎　

中
村

聖　

黒
田
充　

神
田
昌
幸　

鶴

田
義
久　

井
上
洋
子　

今
井
正

克　

伊
藤
慎
介　

支
部
総
会
出

席
者
有
志

【
神
奈
川
】

中
野
秀　

細
谷
晋
之　

竹
内
伸

一　

上
妻
正
道　

日
下
部
毅
一

郎　

檜
垣
宮
都　

加
藤
恒
雄　

阿
部
英
祐　

上
田
奈
実　

山
崎

裕
子　

青
木
豊　
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（9）  令和元年11月1日 第126号

 募金の仕方・集め方
 銀行送金で寄付
１ 寄付金控除を希望しない場合
　①ゆうちょ銀行「払込取扱票」にてお振り込みください（校
友会ニュース同封）。

　②一口 500 円以上（金額にかかわらず何口でも、何回でも、
毎年でも）

　③送金手数料は掛かりません。

２ 寄付金控除を希望する場合（大口寄付）
　東京農大スポーツサポート募金（同封のパンフレット）の
三井住友銀行、三菱東京ＵＦＪ銀行、ゆうちょ銀行の「払込

取扱票」でお振り込みください。

 校友会支部総会などの集会で現金を寄付
　①一口 500 円以上（金額にかかわらず何口でも、何回でも、

毎年でも）
　②原則として、募金用紙（写真下）に名前・金額を記入して

募金箱（写真下）に投入してください。
　③領収書は発行しません。
　④校友会支部長（または幹事長）は、集会ごとの寄付金をゆ

うちょ銀行「払込取扱票」でお
振り込みください（募金箱に投
入された募金用紙は本部に郵送
してください）。

　⑤払込取扱票通信欄に「（例）◯◯
支部総会参加者一同」と記載し
てください。

＊校友会本部への寄付者のご芳名は、原則として校
友会ニュースに掲載いたします。

＊「箱根駅伝への道oneコイン募金」についてのご質
問等は校友会本部にお問い合わせください。

寄付金控除を希望する大口募金者は、大学スポーツ
サポート募金とする。

校友会から大学に寄付する場合は、スポーツサポート
募金とする。

募金の概要

東京農業大学校友会（農大ファミリー）

校友会（募金窓口）大学

箱根駅伝出場

陸上競技部 東京農業大学
（スポーツサポート募金）

大口募金oneコイン募金（小口募金）

農大ファン 兄弟姉妹 保護者在学生卒業生
箱根駅伝への道　　　コイン募金one

寄
付
金
控
除

証
明
書
の
発
行

1 名　称 : 箱根駅伝への道 oneコイン募金

3 募金概念図　 下図参照

4

5

2 募金額 : ⑴ 一      口　500円以上（複数回）
⑵ 全体目標　1億円（1000万円/年）
⑶ 支部別目標　1支部200万円（20万円/年）
⑷ 募金期間　平成30年４月から10年間

6 募金活動運営費 : 募金額の 20％以内の額を経費とする。
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繩
稚
康
雄 

寺
岡
広
視　

栗
延
武
臣　

石
井

耕
二　

北
村
巧　

髙
橋
章
夫　

門
井
俊　

矢
野
光
彦

▽
三
原
分
会
総
会　

胡
本
進　

伊
藤
敬
彦　

野
村
英
雄　

福
島

偉
人　

高
本
訓
司　

阿
部
雅
昭 

大
本
富
雄　

稲
葉
義
則　

伊
藤

勝
也　

浦
谷
康
彦　

谷
本
行
弘 

久
保
正
道

【
山
口
】

山
本
義
文　

森
影
斉　

礒
金
竹

雄　

冨
永
雄
一
郎

【
徳
島
】

山
本
祐
三
郎　

井
上
暁　

久
保

素
弘　

町
田
治
幸

【
香
川
】

大
西
英
美　

十
河
土
志
夫　

森

川
桂
輔

【
愛
媛
】

藤
本
明
男

▽
支
部
総
会　

高
須
賀
盛
満　

市
川
貞
男　

石
丸
泰
弘　

忽
那

哲
郎　

上
杉
久
幸　

高
田
真
人 

兵
頭
竜　

秋
山
義
勲　

石
丸
嗣

波　

越
智
米
明　

尾
花
慎
太
郎 

大
政
博
文　

岡
本
直
子　

池
内

剛
三　

和
田
賜
雄　

村
上
計
治 

武
井
清
秀　

佐
伯
利
彦　

新
田

泰
史　

玉
井
参
良　

西
山
義
明 

原
博
彦　

兵
頭
藤
樹　

石
橋
由

幸　

児
嶋
亮
介　

【
高
知
】

山
本
光
志

【
福
岡
】

加
來
英
一　

中
村
三
男　

栗
原

吉
輝　

茶
屋
本
廣
喜　

北
部
地

区
幹
事
会
一
同

【
佐
賀
】

高
田
清
彦　

村
山
正
浩　

古
川

繁
樹　

吉
岡
靖
博　

満
行
裕
二

▽
支
部
総
会　

木
下
幾
久　

西

忠
雄　

野
田
隆　

納
富
順
之　

古
賀
醸
治　

古
川
繁
樹　

吉
岡

靖
博　

門
田
芳
彦　

黒
田
淳
一 

古
川
秀
一　

池
田
直
純

▽
支
部
役
員
・
職
域
別
役
員
合

同
会
議 

古
川
繁
樹　

古
賀

醸
治　

吉
岡
靖
博　

森
金
充　

門
田
芳
彦　

黒
田
淳
一　

本
多

巨
邦　

田
尻
泰
浩　

徳
永
健　

吉
村
剛　

古
川
秀
一

【
長
崎
】

野
瀬
耕
一　

池
松
正
弘　

市
丸

浩　

前
川
忠
敏

【
熊
本
】

吉
田
秀
順　

阿
曽
田
清　

上
村

俊
博　

三
森
孝
一　

田
中
清
子 

高
田
葵　

島
村
武　

村
田
健　

後
藤
章　

大
保
澄
秀　

三
森
孝

一　

岩
村
立
也

【
大
分
】

井
上
伸
史　

岩
尾
文
明

【
宮
崎
】

長
倉
春
義　

宮
崎
県
支
部
（
延

岡
・
日
向
・
東
臼
杵
・
西
臼
杵

地
区
）
一
同

【
鹿
児
島
】

中
村
庸
夫　

神
孝
輔　

竹
内
聡 

守
田
知
則　

前
田
良
文

▽
支
部
総
会　

有
村
勝
則　

有

村
政
秋　

有
村
卓
久　

有
村
太

貴　

石
走
健
吾　

石
走
豊
稔　

一
氏
寛
樹　

乾
眞
一
郎　

梅
木

涼
子　

大
杉
祐
輔　

加
治
屋
幸

雄　

北
原
聖
一　

北
森
孝
男　

木
原
賢
一
郎　

桐
原
章　

倉
岡

八
郎　

西
郷
純
一　

澤
山
岩
重 

芝
原
清
彦　

竹
盛
窪　

谷
口
明 

中
村
浩
太
朗　

橋
口
和
典　

濵

田
卓
郎　

廣
森
徹　

船
橋
修
一 

前
村
格
治　

松
下
豊
和　

森
重

真　

山
野
隆

【
沖
縄
】

諸
喜
田
徹

▽
支
部
総
会　

外
間
政
吉　

荻

堂
盛
秀　

具
志
堅
勉　

儀
間
光

男　

山
川
宗
克　

玉
那
覇
美
佐

子　

識
名
研
二　

川
満
信
男　

石
垣
克
治　

新
垣
武　

平
良
憲

一　

藤
原
昌
樹　

上
原
健
治　

渡
久
地
朝
子　

砂
川
隆
浩　

玉

城
良　

儀
間
大
作

【
韓
国
】

姜
杜
庭
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申込先

心とからだをもっと元気に―
二十四節気を
楽しむ薬膳

旨みを醸し出す―
麹のふしぎな

料理力

第三版 森林総合
科学用語辞典

薬膳健康づくり研究会 編著
定価 : 本体 2400円 + 税 
A4判変 ･ 並製 ･カラー

前橋 健二・浅利 妙峰 著
定価 : 本体 1200円 + 税
A5判 ･ 並製 ･カラー

関岡 東生 監修
定価 : 本体 3800円 + 税 
四六判変形 ･上製箱入り

◇健康長寿の食養生を
学ぶ。◇節気に合わせた
168品・24献立を紹介。◇
立秋からの節気では「ざる
そばのトウガン入つゆ」「に
がうりのチーズ入肉詰め」
など。お薦めは「うなぎの
山かけ丼」、この時節なら
ではの料理が登場する。

◇麹
こうじ

を知る本の決定版。
麹の力を知って、食材を
生かす。身近な料理を演
出してみて下さい。◇前
橋健二教授の科学の目、
浅利妙峰こうじ屋女将の
伝統の目で、秘められた麹
の力を説く。麹を使った簡
単に作れるレシビ満載。

◇森林を総合的に科学
する人の基礎知識を深
めてくれる。東京農大地
域環境科学部で学ぶ人
たちのテキスト。◇日本
は豊かな森林資源がた
くさんある。さあ、どう生
かすのか。この辞典の中
にヒントが潜む。

続･サイエンス小話
―身近な食物から
好奇心を育む本―

大島 貞雄 著
定価 : 本体 1600円 + 税
B5判変・並製カラー

古谷 正 著
定価 : 本体 1600円 + 税
B5判 ･ 並製

中西 載慶 著
定価 : 本体 1380円 + 税
四六判 ･ 並製

◇初心者でもおいしい
漬物を作り、食生活を楽
しむために。◇家庭に本
物の漬物を届けるため、
本物の漬物をつくる漬け
方のコツ、知恵を説いて
いる。プロの技をつかん
でほしい。

◇野菜はいつまくのか。
肥料はどのように施すの
か。有機肥料はなぜ良
いのか。農薬は使わない
で作れるのか。収量、品
質が不安定なのはなぜ
か。◇野菜の性質を知
り、よく観察し適切な管理
をするために。

◇人は何のために学ぶ
のか？ それは自分自身
の可能性に挑戦し、自分
自身の潜在能力を見い
だすためである。◇身近
な食物の持つ魅力や特
徴、先人の知恵や科学
的真実、おもしろさや不思
議さなどを伝えてくれる。

平
成
６
年
に
東
京
農
業
大

学
拓
殖
学
科
を
卒
業
後
、
実

家
の
あ
る
島
根
県
の
石
見
町

（
現
邑
南
町
）
役
場
に
入
庁
し

ま
し
た
。
最
初
に
所
属
し
た

産
業
振
興
課
で
は
、
林
業
係

で
造
林
担
当
を
し
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
山
歩
き
に
悪
戦
苦

闘
し
ま
し
た
。

自
分
が
東
京
農
大
卒
業
で

な
け
れ
ば
、
産
業
振
興
の
部

署
に
回
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、

「
食
と
農
」
を
切
り
札
に
、
過
疎
化
し
て
い
る
町
を
地
産

地
消
で
盛
り
上
げ
た〝
ス
ー
パ
ー
公
務
員
〟
寺
本
英
仁
さ
ん
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル 

仕
事
の
流
儀
で
紹
介
さ
れ

る
ほ
ど
注
目
を
集
め
て
い
る
。「
に
っ
ぽ
ん
Ａ
級
（
永
久
）

グ
ル
メ
の
ま
ち
連
合
」
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
そ
の
心

と
手
法
を
全
国
に
広
め
て
い
る
。
寺
本
さ
ん
に
取
り
組
み

の
一
端
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
道
を
選

べ
た
の
に
と
、
大
学
を
逆
恨

み
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
公
務
員
人
生
も
今
年

で
25
年
。
町
の
「
食
と
農
」
の

取
り
組
み
に
、一
貫
し
て
関
わ

れ
た
の
は
、
東
京
農
業
大
学
を

卒
業
し
た
か
ら
だ
と
、
今
で

は
「
感
謝
」
と
言
う
言
葉
だ
け

で
は
表
せ
な
い
思
い
で
す
。

当
時
を
振
り
返
れ
ば
、
石

見
町
時
代
の
松
本
潤
町
長
も

東
京
農
業
大
学
農
業
経
済
学

科
卒
業
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
僕
に
多
分
の
期
待
を
し

て
く
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

当
の
僕
は
大
学
時
代
に
覚
え

た
水
中
写
真
に
ど
っ
ぷ
り
は

ま
り
、
の
ん
び
り
と
公
務
員

ラ
イ
フ
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。そ

ん
な
安
泰
な
公
務
員
生

活
も
10
年
、
平
成
の
町
村
大

合
併
を
迎
え
、
石
見
町
も
合

併
を
し
、
邑
南
町
（
旧
羽
須

美
村
・
旧
瑞
穂
町
・
旧
石
見
町
）

と
な
り
ま
し
た
。

島
根
県
は
過
疎
発
祥
の
地

と
言
わ
れ
ま
す
。
邑
南
町
も

当
時
少
子
高
齢
化
が
急
激
に

進
み
、
元
気
が
な
い
状
況
で

し
た
。
僕
が
住
ん
で
い
る
地

域
の
保
育
所
や
小
学
校
も
廃

園
・
廃
校
と
な
り
、
身
の
回

り
の
状
況
の
変
化
に
驚
き
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
心
を
入

れ
替
え
、「
何
か
町
の
た
め
に

で
き
な
い
か
」
と
動
き
始
め

た
の
で
す
。
実
際
や
っ
て
み
る

と
、
自
分
の
力
量
の
な
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。

町
の
特
産
品
で
あ
る
石
見

和
牛
肉
を
東
京
に
売
り
込
み

に
行
く
と
、
年
間
２
０
０
頭

し
か
生
産
さ
れ
な
い
こ
と
を

知
ら
ず
に
２
０
０
頭
分
の
ヒ

レ
肉
の
発
注
を
２
週
間
で
受

け
て
し
ま
い
、
生
産
者
を
混

乱
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
振
り
返
る
と
お
か
し
く

な
る
よ
う
な
話
で
す
が
、
当

時
は
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
欧
州
の
ミ
シ
ュ

ラ
ン
の
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン

は
地
方
に
あ
る
と
い
う
新
聞

記
事
を
読
み
ま
し
た
。
日
本

の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
付
き
レ
ス

ト
ラ
ン
は
東
京
・
大
阪
・
京
都

な
ど
大
都
市
に
多
く
、
地
方

は
都
市
に
食
材
を
供
給
す
る

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
人
口

１
万
人
の
邑
南
町
の
少
量
多

品
目
の
農
産
物
を
逆
手
に
と

り
、「
邑
南
町
に
ま
で
わ
ざ
わ

ざ
食
べ
に
来
る
施
策
＝
Ａ
級

グ
ル
メ
構
想
」
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。

23
年
に
は
、
町
営
イ
タ
リ

ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ａ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

「
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
の
ラ
ン

チ
は
当
時
、
島
根
県
の
中
山

間
地
に
あ
り
な
が
ら
、
銀
座

の
ラ
ン
チ
よ
り
も
値
段
が
高

い
」
と
話
題
を
呼
び
多
く
の

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

そ
し
て
、
基
幹
産
業
が
農

業
の
町
だ
か
ら
こ
そ
料
理
人

を
町
で
育
成
す
る
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
で
「
耕
す
シ
ェ
フ
」

と
い
う
研
修
制
度
を
創
設
し

ま
し
た
。
都
会
の
料
理
人
を

呼
び
、
町
が
滞
在
費
を
３
年

間
支
給
し
て
一
流
の
料
理
人
を

育
成
す
る
制
度
で
す
。

合
併
し
て
今
年
で
15
年
を

迎
え
ま
す
が
、
そ
の
成
果
も

次
第
に
出
て
い
ま
す
。
町
に

は
直
近
３
年
間
で
８
７
０
人

の
若
者
が
移
住
し
、
23
軒
の

お
店
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

過
疎
の
町
か
ら
今
で
は
全

国
有
数
の
「
お
い
し
い
町
」
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
す
。

僕
が
こ
こ
ま
で
で
き
た
の

は
、
関
わ
っ
た
町
の
人
が
い

つ
も
自
分
を
後
方
で
支
援
し

て
く
れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。「

お
い
し
も
の
は
地
方
に

あ
っ
て
、
本
当
に
お
い
し
い

味
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
地

方
の
人
間
で
あ
る
」
こ
れ
が
、

僕
の
誇
り
（
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ

イ
ド
）
で
す
。

過
疎
の
町
を
活
性
化

〝
ス
ー
パ
ー
公
務
員
〟

寺
本 

英
仁
氏

（
平
成
６
年
拓
殖
学
科
卒
）

島
根
県
邑
南
町

商
工
観
光
課
　
調
整
監

34

わが家は低塩・
無添加のお漬物

家庭菜園だから
できる無農薬栽培

―プロ技伝授― ―少し科学してみよう―

「『
俺
の
町
は
田
舎
だ
か
ら
、

夢
も
仕
事
も
な
い
』
と
思
っ
て

い
る
全
て
の
人
へ
。
そ
れ
は
違

う
よ
。
な
い
の
は
、
あ
な
た

の
ア
イ
デ
ア
と
、
プ
ラ
イ
ド

だ
！
」
こ
れ
は
本
書
の
帯
の
コ

ピ
ー
で
す
。
１
９
７
１
年
生

ま
れ
の
寺
本
英
仁
さ
ん
は
こ

う
言
い
ま
す
。「
小
学
校
の
頃
、

先
生
が
窓
の
外
の
農
家
の
人

を
指
さ
し
て
、〝
お
前
た
ち
も

勉
強
し
な
い
と
、
お
百
姓
さ
ん

に
し
か
な
れ
な
い
ぞ
〟
と
言
っ

た
ん
で
す
」。

し
か
し
今
、
時
代
は
大
き

く
変
化
し
ま
し
た
。
老
後
ま
で

楽
し
く
働
け
る
の
は
、
圧
倒
的

に
地
方
な
の
で
す
。
そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、「
食
」
と
「
農
」。

今
ま
で
お
い
し
い
も
の
は
、
都

会
に
流
通
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
で
は
な
く
、「
食
べ
た
い

の
な
ら
、
う
ち
の
町
ま
で
食
べ

に
来
て
」
と
胸
を
張
る
。

こ
の
本
は
、
決
し
て
町
お

こ
し
の
美
談
が
書
か
れ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
失

敗
と
成
功
の
多
く
の
事
例
を

紹
介
し
な
が
ら
、
高
齢
化
率

43
％
の
過
疎
の
町
が
い
か
に

し
て
、「
食
」と「
農
」を
求
め
て

多
く
の
人
が
訪
れ
る
《
Ａ
級
グ

ル
メ
》
の
町
に
変
貌
し
て
い
っ

た
の
か
が
、
寺
本
氏
な
ら
で
は

の
素
直
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
視

点
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
大
切

な
の
は
、
地
元
へ
の
誇
り
、
そ

し
て
、
巻
き
込
む
力
―
―
。
彼

の
挑
戦
は
、
ま
だ
ま
だ
続
き
ま

す
。

著者：寺本英仁　ブックマン社
本体価格　1600円＋税
四六判

ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
イ
ド

 「
０
円
起
業
」の
町
を
つ
く
っ
た
公
務
員
の
物
語

地
方
の
誇
り
を
高
く
掲
げ
て
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長
の
エ
ー
ル
で
80
人
を
超
え

る
参
加
者
の
歌
声
が
響
い
た
。

親
睦
会
は
鏡
割
り
で
始
ま

り
、
福
島
県
喜
多
方
市
の
校
友

の
日
本
酒
で
乾
杯
し
、
来
賓
と

校
友
が
和
や
か
に
、
母
校
の
発

展
を
喜
び
、
同
窓
の
旧
友
と
先

達
を
拝
し
、
生
を
尊
び
、
再

会
の
約
束
を
交
わ
し
て
い
た
。

（
ブ
ラ
ジ
ル
支
部
・
戸
国
達
夫

幹
事
長
）

校
友
会
ブ
ラ
ジ
ル
支
部
（
原

島
義
弘
支
部
長
）
は
７
月
28

日
、
第
47
回
慰
霊
祭
と
支
部
創

立
50
周
年
記
念
式
典
を
開
催

し
た
。

日
本
か
ら
東
京
農
業
大
学

の
新
部
昭
夫
副
学
長
、
国
際
農

業
開
発
学
科
・
入
江
憲
治
学
科

長
、
国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
・
山
田
崇
裕
准
教
授
、
三

簾
久
夫
前
国
際
農
業
開
発
学

科
准
教
授
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
支

部
校
友
、
パ
ラ
グ
ア
イ
支
部
校

友
、
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
支
部
各
地

の
会
員
に
加
え
、
野
口
泰
サ
ン

パ
ウ
ロ
日
本
国
総
領
事
、
佐
藤

洋
史
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ブ
ラ
ジ
ル
所

長
、
山
下
譲
二
ブ
ラ
ジ
ル
日
本

文
化
福
祉
協
会
副
会
長
が
参

列
し
た
。

慰
霊
祭
で
は
、
墓
地
慰
霊

碑
に
大
澤
貫
寿
理
事
長
、
髙
野

克
己
学
長
の
花
輪
が
並
ぶ
中
、

導
師
に
よ
る
法
要
で
先
人
を

弔
っ
た
。

常
盤
松
会
館
に
移
動
し
て

開
催
し
た
記
念
式
典
で
は
、
母

校
来
賓
か
ら
は
会
員
の
功
労

に
対
す
る
祝
辞
と
祝
品
が
、
外

部
来
賓
か
ら
は
農
大
と
ブ
ラ

ジ
ル
支
部
に
敬
意
あ
ふ
れ
る

賛
辞
を
頂
い
た
。
支
部
か
ら
も

大
学
、
法
人
、
校
友
会
に
お
礼

の
記
念
品
を
贈
呈
し
、
大
学
か

ら
文
化
協
会
に
賛
助
が
渡
さ

れ
た
。
式
典
の
締
め
く
く
り
は

恒
例
の
学
歌
斉
唱
。
原
島
支
部

学
し
た
。
１
日
目
の
宿
泊
地
は

永
平
寺
親
禅
の
宿
「
柏
樹
関
」。

こ
の
宿
泊
施
設
は
永
平
寺
が

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
に
今
年

８
月
に
開
業
し
た
高
級
ホ
テ

ル
で
、
今
回
は
全
館
貸
し
切
り

だ
っ
た
。

２
日
目
は
早
朝
５
時
に
始

ま
る
永
平
寺
の
朝
課
（
朝
の
お

つ
と
め
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

年
企
業
で
幼
稚
園
保
育
園
の

遊
具
や
教
材
の
企
画
製
造
販

売
を
中
心
に
全
国
で
事
業
展

開
す
る
㈱
ジ
ャ
ク
エ
ツ
を
訪

問
し
、
製
品
や
モ
デ
ル
園
を
見

学
し
た
。
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
で

は
同
社
の
徳
本
達
郎
社
長
か

ら
会
社
の
理
念
や
方
針
、
ま
た

そ
れ
を
事
業
に
ど
う
落
と
し

込
ん
で
い
る
か
に
つ
い
て
お

話
を
伺
っ
た
。

２
日
目
夜
の
懇
親
会
は
進

士
先
生
、
徳
本
社
長
も
交
え

て
、
参
加
者
一
同
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
３
日

目
は
自
由
行
動
と
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
今
ま
で
の
異
業
種

交
流
会
の
中
で
一
番
印
象
に

残
っ
た
と
い
う
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。（
東
京
農
大
経
営
者

会
議
・
髙
塚
敏
）

令
和
元
年
度
（
第
18
回
）

東
京
農
大
経
営
者
会
議
異
業

種
交
流
会
が
９
月
６
～
８
日
、

福
井
県
で
開
催
さ
れ
、
東
京
農

大
経
営
者
会
議
（
新
田
恭
一
郎

会
長
）
の
会
員
ら
31
人
が
参
加

し
た
。

今
回
の
異
業
種
交
流
会
は
、

元
東
京
農
大
学
長
で
現
在
は

福
井
県
立
大
学
長
の
進
士
五

十
八
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
と

ご
協
力
の
下
企
画
さ
れ
、
越
前

の
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
学
ぶ

見
学
や
経
営
を
テ
ー
マ
に
し

た
複
数
の
講
演
が
あ
っ
た
。

た
。
朝
食
後
に
永
平
寺
監
院
の

小
林
昌
道
老
師
に
「
お
寺
の
経

１
日
目
は
石
川
県
金
沢
市

に
あ
る
仏
教
哲
学
者
の
鈴
木

大
拙
の
記
念
館
を
見
学
。
次

に
永
平
寺
町
に
あ
る
福
井
県

立
大
学
永
平
寺
キ
ャ
ン
パ
ス

を
訪
問
し
「
地
方
の
公
立
大
学

の
経
営
革
新
と
地
域
貢
献
」
の

テ
ー
マ
で
進
士
学
長
に
講
演

し
て
い
た
だ
い
た
。
来
春
の
創

造
農
学
科
の
新
設
な
ど
、
進
士

学
長
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
を

伺
っ
た
。

そ
の
後
、
勝
山
市
に
あ
る

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
を
見

済
論
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
い
た

だ
い
た
。
午
前
中
は
一
乗
谷
朝

倉
氏
遺
構
を
見

学
、
午
後
は
三

方
五
湖
に
あ
る

福
井
県
立
年
縞

博
物
館
と
若
狭

三
方
縄
文
博
物

館
を
見
学
し
た
。

年
縞
と
は
長
い

年
月
の
間
に
湖

沼
な
ど
に
堆
積

し
た
層
が
描
く

特
徴
的
な
縞
模

様
の
湖
底
堆
積

物
の
こ
と
。
こ

こ
に
は
７
万
年

分
の
年
縞
が
展

示
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
敦

賀
市
の
１
０
０

諧　 広司

境谷 一智

境谷 稔顕

中尾 強志

安藤 豪敏

安藤 啓太

栁下 君子

昭和59年3月
農学部栄養学科
栄養学専攻卒業
平成９年3月
生物産業学部
生物生産学科卒業
平成14年3月
農学部農学科卒業
昭和60 年3月
農学部醸造学科卒業

平成12年3月
農学部林学科卒業
平成21年3月
国際食料情報学部
国際バイオビジネス学科卒業

昭和47年3月
短期大学栄養科卒業

株式会社ソーキ
代表取締役社長

有限会社豊心ファーム
代表取締役社長

有限会社豊心ファーム
取締役常務
中尾醸造株式会社
代表取締役社長

安藤山林緑化株式会社
取締役会長
安藤山林緑化株式会社
代表取締役

有限会社グレース商事
取締役

食品製造業

米作農業

米作農業

酒造業

樹木育苗業等

樹木育苗業等

不動産

経営者大賞

経営者賞

経営特別賞

東京農大経営者フォーラム２０１９受賞者

　東京農大経営者フォーラム２０１９の経営者大賞が決まった。
　今年の経営者大賞は６件８人の推薦があり、審査委員会委
員による書類審査と現地調査の結果、上表の方々が各賞を受
賞する。表彰式は１１月２９日のフォーラムで行われる。
　フォーラムは、世田谷キャンパス・百周年記念講堂で午後

１時から行われる。

経営者大賞に４氏

異業種交流会に参加した東京農大経営者会議会員ら（福井県立大学
地域経済研究所前で）

福
井
県
立
大
学
で
講
演
す
る

進
士
五
十
八
学
長

記
念
式
典
は
多
数
の
来
賓
が
参
列
し
盛
大
に
開

催
さ
れ
た

歓
迎
会
に
参
加
し
た
台
湾
・
日
本

の
校
友

あ
い
さ
つ
す
る
鄭
台
湾
支
部
長

越
前
の
文
化
学
ぶ

記
念
式
典
で
80
人
のエ
ー
ル

台
湾
支
部
と
日
本
の
校
友
が
交
流

農
大
留
学
生
増
や
し
た
い

福
井
で
異
業
種
交
流
会

経営者会議

う
機
会
に
と
、
翌
25
日
に
台
北

市
内
で
農
大
の
説
明
会
を
行

う
。
農
大
と
し
て
は
、
海
外
で

行
う
初
め
て
の
説
明
会
で
、
今

後
も
毎
年
行
い
た
い
」
と
述
べ

た
。校

友
会
の
豊
原
秀
和
副
会

長
は
、
海
外
15
カ
国
・
地
域
の

支
部
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
海

外
と
の
交
流
を
進
め
て
い
こ

う
と
今
回
実
施
し
た
と
し
、

「
海
外
の
留
学
生
に
つ
い
て
も

校
友
会
の
活
動
を
通
し
て
確

校
友
会
台
湾
支
部
（
鄭
耀
星

支
部
長
）
は
８
月
24
日
、
第
17

回
２
０
１
９
年
度
支
部
総
会

を
台
中
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

い
た
。
日
本
か
ら
新
部
昭
夫
副

学
長
ら
大
学
関
係
者
の
他
、
九

州
地
区
と
関
東
地
区
の
校
友

ら
11
人
が
参
加
、
総
勢
約
80
人

が
集
っ
た
。
同
支
部
総
会
は
毎

年
開
い
て
お
り
、
台
北
市
、
台

中
市
、
高
雄
市
と
順
番
に
開
催

し
て
い
る
。
進
行
は
藍
蒼
洲
幹

事
長
が
行
っ
た
。

台
湾
支
部
の
鄭
支
部
長
は

「
現
在
、
台
湾
か
ら
農
大
へ
の

留
学
生
は
８
人
、
ピ
ー
ク
時
に

は
56
人
い
た
。
私
た
ち
も
農
大

の
良
さ
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

保
し
て
い
き
た
い
」
と
強
調
し

た
。続

い
て
、
農
大
の
今
を
紹

介
し
た
映
像
を
鑑
賞
し
た
後
、

参
加
者
全
員
が
自
己
紹
介
。
農

て
留
学
生
を
増
や
し
て
い
き

た
い
。
教
育
関
係
の
校
友
に
は

ご
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
」
と

日
本
語
で
あ
い
さ
つ
。

髙
野
克
己
学
長
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
、
農
大
の
近
況
を
紹

介
し
た
後
「
留
学
を
考
え
て
い

る
人
だ
け
で
な
く
、
卒
業
生
に

も
今
の
農
大
を
知
っ
て
も
ら

大
に
留
学
後
、
母
国
の
大
学
や

食
品
業
界
な
ど
、
各
界
で
活
躍

し
て
い
る
姿
が
語
ら
れ
た
。
日

本
の
校
友
も
一
人
一
人
紹
介

を
受
け
、
懇
親
会
で
は
両
国
の

校
友
が
大
い
に
語
り
合
う
こ

と
が
で
き
、
思
い
出
深
い
交
流

と
な
っ
た
。

農
大
と
国
立
中
興
大
学
（
台

中
市
内
）
は
１
９
９
２
年
に
大

学
間
協
定
を
締
結
、
台
湾
校
友

は
農
大
か
ら
の
短
期
留
学
に

全
面
的
に
協
力
し
て
い
る
。

総
会
終
了
後
、
引
き
続
き

台
湾
教
育
後
援
会
が
開
か
れ
、

農
大
現
役
学
生
と
父
母
ら
が

参
加
し
た
。

日
本
か
ら
の
校
友
は
翌
25

日
か
ら
27
日
ま
で
、
鄭
支
部

長
、
藍
幹
事
長
、
林
海
平
委
員

ら
と
と
も
に
台
北
市
内
に
あ

る
鄭
支
部
長
ゆ
か
り
の
鄭
成

功
廟
や
、
宜
蘭
県
の
酢
工
場
視

察
の
他
、
花
蓮
の
太
魯
閣
な
ど

を
見
学
、
最
終
日
に
は
藍
幹
事

長
が
経
営
す
る
企
業
の
視
察

も
行
っ
た
。

ブラジル支部50周年を祝う

 11月29日に
 フォーラム

（五十音順）
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支部総会開催一覧（平成31年4月～令和元年9月）

代議員区分 氏名 卒業年学科
校友会会長推薦 浅野　康之 昭63林

〃 上原　　巌 昭63林
〃 上原万里子 昭63院農博
〃 大場　淳一 昭56造
〃 緒方　和彦 昭63林
〃 小野　甲二 昭47経
〃 小畑　幹夫 昭60造
〃 梶山　孝泉 昭58拓
〃 上岡　美保 平13院経博
〃 佐藤　広顕 平元院化博
〃 鈴木貢次郎 平4院造修
〃 高柳　和直 平01経
〃 手島　秀樹 昭58農
〃 豊原　秀和 昭47拓
〃 長島　孝行 昭58院農博
〃 萬歳　　章 昭43経
〃 藤枝　　隆 昭56農
〃 古庄　　律 昭62院化修
〃 蓑茂壽太郎 昭48造
〃 山本　祐司 平3院化修

北海道支部長 早坂　有弘 昭49造
青森県　〃 佐藤　晋也 昭52農
岩手県　〃 千田　武宏 昭43拓
宮城県　〃 渡邉　康夫 昭39工
秋田県　〃 中田　雅俊 昭46林
山形県　〃 佐々木藤正 昭30農
福島県　〃 満山　喜一 昭49経
茨城県　〃 高野　三郎 昭43院化修
栃木県　〃 鈴木　崇之 昭50農
群馬県　〃 反町　功夫 昭40畜
埼玉県　〃 吉田　廣文 昭47林
千葉県　〃 丸　　　豊 昭43工
東京都　〃 岡本　利隆 昭56工
神奈川県〃 加藤　恒雄 昭47畜
山梨県　〃 小野　修一 昭41造
長野県　〃 伊澤　宏爾 昭39畜
新潟県　〃 鈴木　和夫 昭47工
富山県　〃 石坂　　均 昭45経
石川県　〃 安田舜一郎 昭42農

福井県　〃 小林　清崇 昭46経
岐阜県　〃 太幡　正樹 昭48造
静岡県　〃 糠谷　禎則 昭50工
愛知県　〃 鬼頭　　弘 昭45造
三重県　〃 齋藤　俊彰 昭54造
滋賀県　〃 清水　重郎 昭47工
京都府　〃 小島　義治 昭45造
大阪府　〃 南部　一郎 昭44農
兵庫県　〃 石原憲一郎 昭45造
奈良県　〃 杉本　義衛 昭45工
和歌山県〃 山下　　裕 昭50拓
鳥取県　〃 牧田　政人 昭41農
島根県　〃 堀江　康輔 昭43林
岡山県　〃 赤澤　　猛 昭44農
広島県　〃 竹重　博樹 昭44農
山口県　〃 佐伯　　誠 昭49工
徳島県　〃 佐竹　弘道 昭44経
香川県　〃 大森　薫之 昭45工
愛媛県　〃 市川　貞男 昭47化
高知県　〃 西岡猪一郎 昭45経
福岡県　〃 木部　　穣 昭50畜
佐賀県　〃 古川　繁樹 昭49工
長崎県　〃 田添　利弘 昭44経
熊本県　〃 阿曽田　清 昭44工
大分県　〃 加藤　早苗 昭48農
宮崎県　〃 長倉　春義 昭45経
鹿児島県〃 宮原　俊郎 昭58経
沖縄県　〃 川満　信男 昭51畜

北海道支部推薦 角田　孝純 昭53造
〃 篠原　寛明 昭58林
〃 西埜　裕司 昭50経
〃 若松　正美 昭56工

青森県支部推薦 大谷　卓司 昭56化
〃 小笠原萬三 昭42工

岩手県支部推薦 鎌田　定悦 昭52造
〃 藤尾　東泉 昭44畜

宮城県支部推薦 永井　    博 昭47工
〃 早坂　　薫 昭41化
〃 山田龍太郎 昭49拓

秋田県支部推薦 佐々木　仁 昭42造

〃 津谷　正俊 昭44工
〃 宮崎　一彦 昭50林

山形県支部推薦 板垣　允俊 昭42造
〃 竹内　徳郎 昭34経
〃 工藤　　隆 昭48工

福島県支部推薦 岸　　　眞 昭34経
〃 小桧山善継 昭44経
〃 吉川　　昭 昭47醸

茨城県支部推薦 大和田幹夫 昭45経
〃 狩野平左衛門岳也 昭62拓
〃 外ノ岡政典 昭52農
〃 長岡　健藏 昭59経
〃 藤咲　修一 昭46経

栃木県支部推薦 荒井　規夫 昭43経
〃 宇賀神正章 昭52農
〃 金子　友昭 昭45農
〃 橋本　勝秀 昭48経

群馬県支部推薦 植木　雄二 昭53拓
〃 大井　圭一 昭63拓
〃 小澤　正和 昭50林
〃 栗原　宏泰 昭63農
〃 清水　敏夫 昭46林
〃 堀口　恵子 昭47化
〃 横澤　　馨 昭38経

埼玉県支部推薦 大河内裕之 昭37短農
〃 川俣　好子 昭46造
〃 黒澤きよ子 昭59短栄
〃 塩味長一郎 昭41造
〃 鈴木　峯一 昭42経
〃 田中　　淳 昭43経
〃 中島　洋志 昭48造
〃 野辺　八雄 昭44経
〃 半田　勝彦 昭40拓
〃 法師　　励 昭54農
〃 水澤　洋介 昭48経
〃 南　　正子 昭50短栄
〃 森川　昌紀 昭63造

千葉県支部推薦 石井　睦弘 昭49林
〃 内田　博道 昭48経
〃 小野﨑一男 昭48経

〃 竹内　　良 昭43工
〃 鳥海　稔雄 昭35農
〃 藤代　孝七 昭40経
〃 宗政　恒興 昭50農
〃 村石　愛二 昭51経
〃 湯橋　　勤 昭52農

東京都支部推薦 青柳　義昭 昭47造
〃 石川　公一 昭42農
〃 江森　　忍 昭62化
〃 太田　信子 昭42栄
〃 大矢四十六 昭45院経修
〃 岡野　正和 昭59造
〃 風岡　洋二 昭43工
〃 神田　昌幸 昭49短農
〃 黒田　　充 昭56畜
〃 後藤　隆子 昭49栄
〃 清水　陸央 昭56畜
〃 高橋　信茂 昭45経
〃 田口　　素 昭36経
〃 難波江　豊 昭39経
〃 根岸　昭子 昭51栄
〃 樋口　　稔 昭44拓
〃 本間　　惇 昭42工
〃 宮崎　健三 昭39農
〃 本河　光子 昭53畜

神奈川県支部推薦 市川　重男 昭61農
〃 梅田ひろ子 昭43栄
〃 鍵和田　茂 昭56化
〃 加来　　功 昭61畜
〃 神田　　務 昭45造
〃 坂本　政美 昭43造
〃 清水　圭一 昭46造
〃 鈴木　美伸 昭49農
〃 関　恵梨子 昭50栄
〃 関野　博光 昭44造
〃 武井　常廣 昭36造
〃 中山　大海 平03農
〃 松居　靖雄 昭43院化修
〃 杢代　鉄幸 昭45畜
〃 持田　文男 昭48造

山梨県支部推薦 内田多加夫 昭47院化修
〃 野中　　修 昭48林
〃 宮川　俊一 昭45農

長野県支部推薦 小椋　勇人 昭57畜
〃 関　　貞徳 昭44林
〃 深谷　　淳 昭45経
〃 前田　善男 昭46農

新潟県支部推薦 木村　道雄 平02畜
〃 後藤　雄行 昭48造
〃 小林江利子 昭51醸
〃 本間　和弥 昭45化

富山県支部推薦 井幡　　潔 昭45経
〃 広田　祐一 平01工

石川県支部推薦 上坂　英善 昭42経
〃 高井　　治 昭39畜

福井県支部推薦 岩居　俊伸 昭60化
〃 中塚　文和 昭44工

岐阜県支部推薦 青木　宏達 昭54造
〃 内藤　邦雄 昭53農

静岡県支部推薦 稲木　浩之 昭44化
〃 西島弘一郎 昭45造
〃 平岡　知明 昭55農
〃 福井　啓介 昭35造
〃 望月　俊明 昭47農
〃 望月　康弘 昭62農

愛知県支部推薦 荒木　義哉 平01拓
〃 内田　拓秀 平16造
〃 佐々木辰夫 昭61造

三重県支部推薦 石川　哲章 昭44農
〃 玉田　晃也 昭49農

滋賀県支部推薦 川崎　佐剛 昭54経
〃 澤藤　弥平 昭53経

京都府支部推薦 伊藤　義男 昭52工
〃 藤田　洋嗣 昭41化

大阪府支部推薦 佐々木洋一 昭49畜
〃 西村　雅史 昭50造

兵庫県支部推薦 椿野　健次 昭61経
〃 寺田　又康 昭59経
〃 橋口　　誠 昭45工

奈良県支部推薦 奥中　孝俊 昭47工

〃 倉窪　　努 昭45造
和歌山県支部推薦 芝　　吉信 昭51造

〃 大浦　俊一 昭53農
鳥取県支部推薦 前田　幸己 昭47拓

〃 山根　章司 昭55経
島根県支部推薦 安藤　彰浩 昭45農

〃 周藤　康令 昭53農
岡山県支部推薦 武田　一昭 昭54造

〃 広瀬　洋一 昭51経
広島県支部推薦 胡本　　進 昭43短農

〃 河原　直司 昭56拓
〃 長原　　毅 昭41農

山口県支部推薦 山本　俊夫 昭45経
〃 義満　謙二 昭44農

徳島県支部推薦 中西　信男 昭53経
〃 三木　芳典 昭58工

香川県支部推薦 十河土志夫 昭63農
〃 横田　和幸 昭45経

愛媛県支部推薦 池内　剛三 昭49造
〃 山下　重蔵 昭48経

高知県支部推薦 池　　泰延 昭47農
〃 下川　一彦 昭61経

福岡県支部推薦 牛嶋　泰樹 昭52造
〃 甲斐千登志 昭60栄
〃 吉原　文明 昭54農

佐賀県支部推薦 真子　重房 昭52農
〃 吉岡　靖博 昭53工

長崎県支部推薦 市丸　　浩 昭51拓
〃 萩尾　義則 昭54造

熊本県支部推薦 栗崎　秀人 昭36経
〃 鶴田　憲平 昭45農
〃 吉田　秀順 昭44経

大分県支部推薦 佐保　　暁 昭46林
〃 三浦　盛久 昭47造

宮崎県支部推薦 岩切　順次 昭43経
〃 鈴木　　隆 昭45経

鹿児島県支部推薦 有村　勝則 昭53造
〃 廣森　　徹 昭47造

沖縄県支部推薦 平良　憲一 平03拓
〃 玉那覇美佐子 昭46短農

校友会代議員 ＜令和元年９月末現在＞

ブロック 当番支部 日程 場所

北海道・東北 岩手県支部 10月26日（土） 15 : 00～ 花巻温泉千秋閣（花巻市内）

関東・甲信越 長野県支部 11月10日（日） 14 : 30～ メルパルク長野（長野市内）

北陸･東海･近畿 京都府支部 10月19日（土） 14 : 00～ エルシエント京都（京都市内）

中国・四国 愛媛県支部 11月 ９日（土） 14 : 00～ 東京第一ホテル松山（松山市内）

九州 佐賀県支部 11月16日（土） 14 : 00～ 旅館あけぼの（佐賀市内）

ブロック会議開催（予定）

（注）校友会会長推薦（会則第15条第1号代議員）　　支部長（同第3号代議員）　　都道府県支部推薦（同第2号代議員）　　（任期　令和元年5月25日～4年間）

支部名 日程 出席者 参加 
者数 場所 講演等校友会 大学

東京 4月20日 土 外園 副会長 デザイン農学科長
長島孝行教授 106 世田谷区 ｢進化する東京農大：実学を目指すバ

イオデザイン」長島教授

兵庫 6月30日 日 萬歳章会長 食料環境経済学科
大浦裕二教授 61 神戸市 ー

新潟 7 月 6 日 土 萬歳章会長 生命科学部長
矢嶋俊介教授 93 新潟市

｢人生に農のある暮らしをー埋もれた
資源を掘り起こせ」 
高塚俊郎氏（平５経）

大分 7 月 6 日 土 豊原秀和副会長 農学部長・小川博教授 88 大分市 ｢6次産業化を目指したホロホロチョ
ウ製品の開発」小川教授

高知 7 月 6 日 土 小桧山善継常任理事 ー 45 高知市 ー

千葉 7 月 7 日 日 高野三郎理事 国際食農科学科
古庄律教授 79 千葉市 ー

埼玉 7 月 7 日 日 萬歳章会長 地域環境科学部長
小梁川雅教授 83 川越市

｢転換期における農学の役割―森林
利用をめぐって」 
地域創成科学科・宮林茂幸教授

鳥取 7 月 7 日 日 石原憲一郎理事 国際食料情報学部長
菅沼圭輔教授 37 米子市 ー

和歌山 7月19日 金 清水重郎理事 国際農業開発科
中曽根勝重准教授他 37 和歌山市 ー

岡山 7月20日 土 萬歳章会長 ー 41 岡山市 ｢ユーモア　ヒット塾」（株）豊島屋
代表取締役・大野豊氏（昭46醸）

熊本 7月20日 土 豊原秀和副会長 地域創成科学科
本田尚正教授 60 熊本市 ｢備えあれば患い無し～自然災害から

身を守るために～」本田教授

香川 7月21日 日 萬歳章会長 学校法人理事長室
上田勉室長 40 高松市 ｢東京農業大学創設者榎本武揚と八幡

製鉄所」上田室長

愛媛 7月21日 日 蓑茂壽太郎常任理事 ー 46 松山市 ｢平成30年西日本豪雨災害について」 
愛媛県議会議員・兵頭竜氏（平11林）

秋田 7月21日 日 小桧山善継常任理事 地域環境科学部長
小梁川雅教授　 35 秋田市 ー

栃木 7月27日 土 小桧山善継常任理事 森林総合科学科
江口文陽教授 76 宇都宮市 ｢きのこを科学する～きのこの基礎か

ら加工食品開発まで～」江口教授

徳島 8 月 3 日 土 吉田廣文常任理事 法人本部総務部
小畑幹夫部長 28 徳島市 ー

佐賀 8 月 3 日 土 上岡美保常任理事 学校法人
志和地弘信常務理事 48 佐賀市 ー

富山 8月16日 金 吉田廣文常任理事 入試センター
高柳和直センター長 34 富山市 ー

沖縄 8月16日 金 豊原秀和副会長 豊原秀和名誉教授 48 那覇市 ー

福岡 8月24日 土 糠谷禎則常任理事 応用生物科学部長
本間和宏教授 46 北九州市

｢環境教育の可能性～ since2005 まほろば
自然学校のあゆみ～」岩熊志保氏（平10 短緑）
｢多様性を活かす～女性ガーデンデザイナー
としての展開～」山中志保氏（平10 造）

山口 8月24日 土 上原万里子理事 大学院農学研究科委員長
上原万里子教授 39 山口市 ー

宮城 8月24日 土 小桧山善継常任理事 国際食料情報学部長
菅沼圭輔教授 30 仙台市 ｢中国の食料問題をどう読むか」

菅沼教授

広島 8月25日 日 糠谷禎則常任理事 デザイン農学科長
長島孝行教授 32 広島市 ｢作って良し買って良し地域の良し

の農デザイン｣ 長島教授
島根 8月25日 日 吉田廣文常任理事 醸造科学科・穂坂賢教授 36 松江市 ー

鹿児島 8月31日 土 蓑茂壽太郎常任理事 造園科学科・高橋新平教授 50 鹿児島市 ｢南大隅村と農大の交流事業について」
梅木涼子氏（平10開）

青森 8月31日 土 萬歳章会長 森林総合科学科
上原巌教授 50 青森市 ｢森林と健康（青森の森林で健康づくり）」

上原教授

岐阜 8月31日 土 糠谷禎則常任理事 学長室・浅野康之次長 50 岐阜市
｢農業高校における担い手育成への挑
戦」中島浩平氏（県立加茂農林高校
教諭、昭60林）、中野輝良氏（県教育
委員会、平９農）

神奈川 9 月 7 日 土 蓑茂壽太郎常任理事 農学部長・小川博教授 73 厚木市
｢コンビニ弁当20年間調査より見え
てきた食育」堀口恵子氏（東京農業
大学客員教授、昭47化）

長野 9 月 8 日 日 蓑茂壽太郎常任理事 生物産業学部長
吉田穂積教授 32 松本市 ー

京都 9月14日 土 上岡美保常任理事 国際食農科学科
上岡美保教授 32 京都市 ー

長崎 9月14日 土 長倉春義理事 大学・手島秀樹事務局長 27 大村市 ー
茨城 9月15日 日 吉田廣文常任理事 学校法人・大澤貫寿理事長 71 水戸市 ｢東京農大の現状と課題」大澤理事長

三重 9月15日 日 清水重郎理事 大学院生物産業学研究科
委員長・塩本明弘教授 35 津市 ｢北海道と温暖化」塩本教授

愛知 9月21日 土 小桧山善継常任理事 国際農業開発学科
杉原たまえ教授 31 名古屋市 ｢日米英景観園芸交換研修プログラム

に参加して」加藤明子氏（平14農）
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員
制
交
流
サ
イ
ト（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

で
活
動
を
紹
介
し
て
い
る
。

校
友
の
多
く
は
、
大
学
や

民
間
企
業
の
農
業
や
経
済
の

分
野
で
活
躍
し
て
お
り
、
新
た

に
入
学
す
る
特
別
留
学
生
候

補
者
に
東
京
で
の
生
活
や
勉

学
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
他
、

調
査
研
究
の
た
め
に
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
を
訪
れ
る
農
大
教
員

と
交
流
を
深
め
て
き
た
。

８
月
24
日
に
は
国
際
食
農

科
学
科
の
宮
浦
理
恵
教
授
ら

の
訪
問
に
合
わ
せ
て
懇
親
会

を
開
催
し
、
西
ジ
ャ
ワ
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
校
友
が
情
報
交

換
し
親
交
を
深
め
た
。

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
・
シ

テ
ィ･

ジ
ャ
ロ
支
部
長
）

経
済
、
開
発
、
醸
造
な
ど
の
専

攻
10
人
の
学
生
と
中
国
農
業

大
学
の
担
当
者
が
参
加
し
た
。

校
友
会
中
国
支
部
の
曹
斌

副
支
部
長
（
平
17
院
経
博
）
が

司
会
。
林
森
幹
事
長
（
平
16

経
）
は
校
友
会
中
国
支
部
の
概

況
を
紹
介
し
た
。
ま
た
北
京
Ｏ

Ｂ
会
（
北
京
支
部
）
の
呉
守
蓉

会
長
、
于
蓉
蓉
幹
事
長
（
平
28

院
経
博
）
が
自
己

紹
介
し
た
後
、
歓

迎
会
を
開
始
し
た
。

短
い
時
間
の
中
で
、

北
京
の
地
ビ
ー
ル

を
飲
み
つ
つ
、
留

学
時
の
思
い
出
や
、

母
校
農
大
の
こ
と
、

中
国
の
農
業
農
村

の
現
況
に
つ
い
て

校
友
同
士
で
和
や

か
に
語
り
合
う
こ

と
が
で
き
た
。

（
中
国
支
部
・
曹

斌
副
支
部
長
）

校
友
会
山
口
県
支
部
（
佐
伯

誠
支
部
長
・
昭
49
工
）
は
８
月

24
日
、
山
口
市
「
防
長
苑
」
で

支
部
総
会
を
開
い
た
。
来
賓
と

し
て
食
品
安
全
健
康
学
科
の
上

原
万
里
子
教
授（
校
友
会
理
事
）

を
招
き
、
校
友
39
人
が
参
加
。

佐
伯
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
、

来
賓
紹
介
の
後
、
議
事
に
入

り
、
平
成
30
年
度
活
動
報
告
・

収
支
決
算
、
令
和
元
年
度
収
支

予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
、
上
原
教
授
が
校

友
会
活
動
と
大
学
の
近
況
を

報
告
。
校
友
か
ら
の
情
報
提
供

で
は
、
山
口
市
職
員
の
義
嶋
理

紗
さ
ん
（
平
30
経
）
が
「
就
活

体
験
」
を
紹
介
し
た
。

総
会
の
後
、
懇
親
会
が
開

か
れ
た
。

（
山
口
県
支
部
・
白
松
英
明

幹
事
長
）

支
部
だ
よ
り
s h
i b
u

d a
y o
r i東京

農大

東
京
農
業
大
学
・
中
国
農

業
大
学
交
換
留
学
生
歓
迎
会

が
８
月
30
日
、
北
京
市
内
で
開

催
さ
れ
た
。
東
京
農
業
大
学
大

学
院
農
学
研
究
科
農
業
経
済

専
攻
の
朱
盟
さ
ん
を
は
じ
め
、

中国支部の仲間が交換留学生を歓迎した

８月24日ボゴール市内でインドネシア支部の懇親会を開催した

インドネシア支部活発に活動
若手卒業生が農業・経済分野で活躍

就
活
体
験
紹
介
も

中
国
支
部
が
交
換

留
学
生
の
歓
迎
会

山
口
県
支
部
総
会
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慶

令
和
元
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
を
次

の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

▼
旭
日
中
綬
章

千
葉
県
支
部

　

藤
代　

孝
七
氏
（
昭
40
経
）

▼
旭
日
小
綬
章

岩
手
県
支
部

　

田
沼　

征
彦
氏
（
昭
42
造
）

三
重
県
支
部

　

仲
野　

彌
和
氏
（
昭
44
造
）

▼
瑞
宝
小
綬
章

高
知
県
支
部

　

大
宮　

健
吉
氏
（
昭
46
林
）

▼
旭
日
双
光
章

大
分
県
支
部

　

佐
保　
　

暁
氏
（
昭
46
林
）

宮
崎
県
支
部

　

坂
元　

耕
三
氏
（
昭
44
経
）

▼
黄
綬
褒
章

京
都
府
支
部

　

佐
野　

晋
一
氏
（
昭
55
造
）

次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

▼
第
25
回
参
議
院
選
挙

　

７
月
21
日
投
開
票

三
重
県
支
部

　

吉
川　

有
美
氏
（
平
９
開
）

　

三
重
選
挙
区　

２
期
目

高
知
県
支
部

　

高
野
光
二
郎
氏
（
平
９
開
）

　

徳
島
・
高
知
選
挙
区　

２
期
目

▼
市
長

京
都
府
支
部･

亀
岡
市
10
月
20
日

　

桂
川　

孝
裕
氏
（
昭
60
造
）

　

２
期
目

▼
新
支
部
長

次
の
方
々
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
都
支
部

　

平
成
31
年
４
月
就
任

　

岡
本　

利
隆
氏
（
昭
56
工
）

千
葉
県
支
部

　

令
和
元
年
７
月
就
任

　

丸　
　
　

豊
氏
（
昭
43
工
）

和
歌
山
県
支
部　

７
月
就
任

　

山
下　
　

裕
氏
（
昭
50
拓
）

愛
媛
県
支
部　

７
月
就
任

　

市
川　

貞
男
氏
（
昭
47
化
）

三
重
県
支
部　

９
月
就
任

　

齋
藤　

俊
彰
氏
（
昭
54
造
）

弔

次
の
方
々
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

岡　
　

正
隆
氏
（
昭
50
工
）

　

佐
賀
県
支
部

　

平
成
31
年
４
月
７
日

三
廻
部　

眞
己
氏
（
昭
31
農
）

　

神
奈
川
県
支
部 

　

令
和
元
年
５
月
10
日

磯
山　

和
男
氏
（
昭
28
学
経
）

　

茨
城
県
支
部　

５
月
21
日

鹿
熊　

安
正
氏
（
昭
22
専
村
経
）

　

富
山
県
支
部　

６
月
２
日

巻
島　

克
之
氏
（
昭
24
専
農
）

　

東
京
都
支
部　

６
月
17
日

令
和
元
年
度
全
国
支
部
長
会
が
令
和

２
年
２
月
21
日（
金
）午
後
１
時
か
ら
、

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
横
井
講
堂
で

開
か
れ
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
結
果

報
告
や
全
体
討
議
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

２月21日に
全国支部長会議

▼
三
好　

吉
清
氏（
昭
36
農
）

理
事　

平
成
７
年
～
19
年

副
会
長　

19
年
～
23
年

会
長　

23
年
～
令
和
元
年

（
通
算
24
年
）

▼
小
泉　

幸
道
氏（
昭
48
醸
）

常
任
理
事　

平
成
15
年
～

19
年

副
会
長　

19
年
～
令
和
元

年
（
通
算
16
年
）

▼
外
園　
　

氏
（
昭
37
造
）

理
事　

平
成
15
年
～
23
年

副
会
長　

23
年
～
令
和
元

年
（
通
算
16
年
）

埼
玉
県
支
部
長　

平
成
14

年
～
30
年
（
通
算
16
年
）

▼
鳥
海　

稔
雄
氏（
昭
35
農
）

理
事　

平
成
15
年
～
27
年

東
京
農
業
大
学
校
友
会
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
本
部
理
事
・

監
事
お
よ
び
支
部
幹
事
長
・
支
部
長
を
通
算
10
年
以
上
勤
め
、

校
友
会
活
動
に
顕
著
な
功
績
を
残
さ
れ
た
次
の
６
人
を
校
友

会
功
労
者
と
し
て
表
彰
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

感
謝
状
は
令
和
元
年
度
の
本
部
常
任
理
事
会
お
よ
び
支
部

総
会
で
伝
達
。

校
友
会
功
労
表
彰
者

—

退
任
本
部
役
員

—

常
任
理
事　

27
年
～
令
和

元
年
（
通
算
16
年
）

千
葉
県
支
部
幹
事
長　

昭

和
60
年
～
平
成
15
年

同
支
部
長　

15
年
～
令
和

元
年
（
通
算
34
年
）

▼
宮
林　

茂
幸
氏（
昭
50
林
）

監
事　

平
成
15
年
～
27
年

常
任
理
事　

27
年
～
令
和

元
年
（
通
算
16
年
）

▼
横
澤　
　

馨
氏（
昭
38
経
）

監
事　

平
成
19
年
～
23
年

常
任
理
事　

23
年
～
令
和

元
年
（
通
算
12
年
）

群
馬
県
支
部
幹
事
長　

昭

和
59
年
～
平
成
８
年

同
支
部
長　

平
成
19
年
～

31
年
（
通
算
24
年
）

会
員
の

動
静

伊
藤　

竹
雄
氏
（
昭
26
学
経
）

　

東
京
都
支
部　

７
月
24
日

永
野　
　

剛
氏
（
昭
30
化
）

　

千
葉
県
支
部　

７
月
27
日

武
藤　

信
行
氏
（
昭
36
畜
）

　

福
岡
県
支
部　

６
月
21
日

梅
原　

武
敏
氏
（
昭
43
工
）

　

神
奈
川
県
支
部　

７
月
28
日

鈴
木
日
出
男
氏
（
昭
32
化
）

　

ブ
ラ
ジ
ル
支
部　

９
月
14
日

福
田　

明
人
氏
（
昭
31
緑
）

　

東
京
都
支
部　

９
月
16
日

松
原　

徳
夫
氏
（
昭
33
工
）

　

埼
玉
県
支
部　

９
月
21
日

新
沼　

勝
利
氏
（
昭
45
院
経
博
）

　

東
京
都
支
部　

９
月
22
日

麻
生　

悌
三
氏
（
昭
36
拓
）

　

ブ
ラ
ジ
ル
支
部　

10
月
４
日

加
藤　

剛
史
氏
（
平
23
応
生
）

　

静
岡
県
支
部　

10
月
８
日

校
友
会
長
野
県
支
部
で
は

長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
「
女
性

部
会
」
が
、
９
月
８
日
の
設
立

総
会
を
経
て
新
た
に
ス
タ
ー

ト
し
た
。

設
立
総
会
に
は
女
性
会
員

８
人
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
伊
澤
宏
爾
支
部
長
、
前
田
善

男
幹
事
長
が
出
席
。
議
題
と
し

て
①
女
性
部
会
設
立
経
過
報

告
②
女
性
部
会
会
則
の
承
認

③
女
性
部
会
の
役
員
―
―
に
つ

い
て
協
議
し
、
会
長
に
前
田
美

智
子
氏
（
昭
38
短
栄
）、
副
会

長
に
伊
藤
郁
子
氏
（
昭
39
短

栄
）
を
選
出
し
た
。

前
田
美
智
子
会
長
は
就
任

あ
い
さ
つ
で
今
後
の
活
動
へ

の
決
意
を
表
明
し
た
。
そ
の

後
、
出
席
者
全
員
が
自
己
紹

介
、
近
況
報
告
し
、

和
や
か
で
有
意
義
な

情
報
交
換
が
で
き

た
。近

年
、
母
校
農
大

に
学
ぶ
女
性
比
率
が

高
ま
っ
て
お
り
、
校

友
会
で
の
比
率
も
向

上
し
て
い
る
。
女
性
会
員
に
よ

る
活
発
な
活
動
に
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
。（
長
野
県
支
部
・

前
田
善
男
幹
事
長
）

秋
田
県
支
部

女
性
部
会
が
設
立

学
校
教
職
員
が
一
堂
に

長
野
県

支　

部

新
潟
県
支
部
松
風
会
が
総
会

新
会
員
の
姿
に

元
気
を
も
ら
う

新
潟
県
支
部
松
風
会
（
中

野
忠
雄
会
長
）
は
６
月
29
日
、

新
潟
市
内
で
総
会
と
講
演
会

を
開
い
た
。
来
賓
お
よ
び
講
師

に
デ
ザ
イ
ン
農
学
科
の
谷
口

亜
樹
子
教
授
を
迎
え
、
新
潟
県

支
部
の
鈴
木
和
夫
支
部
長
（
昭

47
工
）、木
村
道
雄
幹
事
長
（
平

２
畜
）
も
出
席
し
た
。
高
校
14

秋
田
県
支
部
（
中
田
雅
俊

支
部
長
・
昭
46
林
）
は
７
月
21

日
、
秋
田
市
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
秋
田
で
令
和
元
年

度
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

来
賓
と
し
て
校
友
会
本
部

か
ら
小
桧
山
善
継
常
任
理
事
、

大
学
か
ら
地
域
環
境
科
学
部

人
、
義
務
教
育
４
人
、
Ｏ
Ｂ
２

人
、
計
22
人
が
参
加
し
た
。

松
風
会
は
、
新
潟
県
内
の

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、

専
門
学
校
に
勤
務
す
る
校
友

で
組
織
し
、
学
歌
一
番
の
冒
頭

『
常
磐
の
松
風
～
』
に
ち
な
み

松
風
会
と
し
た
。
会
員
数
は
、

１
０
０
人
余
を
数
え
、
新
潟
県

支
部
内
の
職
域
団
体
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。

講
演
会
で
は
、
谷
口
教

授
が
「
デ
ザ
イ
ン
農
学
科

の
紹
介
と
研
究
活
動
・
地

域
連
携
・
大
学
の
近
況
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
。

農
大
の
近
況
、
特
に
厚
木

キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
子
や
７

月
に
完
成
し
た
新
実
験
・

実
習
棟
、
平
成
30
年
４
月

に
開
設
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン

農
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

や
研
究
室
の
構
成
な
ど
を

詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
い

た
。
今
後
、
私
た
ち
が
教

育
現
場
で
生
徒
に
対
し
進

路
指
導
を
行
う
上
で
、
大

き
く
役
立
っ
た
。

ま
た
、
谷
口
教
授
か
ら

の
小
梁
川
雅
学
部
長
（
生
産
環

境
工
学
科
教
授
）
に
出
席
し
て

い
た
だ
い
た
他
、
校
友
や
同
日

開
催
の
教
育
後
援
会
地
方
懇

談
会
参
加
の
保
護
者
と
在
学

生
ら
計
35
人
が
参
加
し
た
。

総
会
で
は
、
前
年
度
の
活

動
報
告
と
収
支
決
算
な
ど
全

議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

懇
親
会
で
は
高
橋
圭
太
さ

ん
（
平
28
開
）
が
司
会
進
行
。

今
春
卒
業
後
、
地
元
に
帰
り
農

業
を
営
ん
で
い
る
遠
藤
翔
太

さ
ん
（
平
31
開
）
と
渡
辺
優
香

さ
ん
（
平
31
開
）
が
新
会
員
と

し
て
近
況
報
告
し
、
将
来
の
秋

田
県
支
部
を
支
え
る
若
者
の

姿
に
元
気
を
も
ら
っ
た
。

恒
例
の
「
青
山
ほ
と
り
」

で
は
、渡
会
諭
さ
ん
（
平
15
栄
）

の
リ
ー
ダ
ー
で
会
場
の
全
員

が
葉
付
き
ダ
イ
コ
ン
を
手
に

持
ち
輪
に
な
っ
て
踊
っ
た
。
そ

の
後
、
伊
藤
暢
さ
ん
（
昭
44
経
）

と
宮
崎
一
彦
副
支
部
長
（
昭
50

林
）
に
よ
る
エ
ー
ル
合
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。（
秋
田
県
支

部
事
務
局
・
武
田
農
）

４
月
以
降
、支
部
な
ど

か
ら
の
報
告
の
み
記
載

は
専
門
の
未
利
用
資
源
の
活

用
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
解

説
し
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
が

教
育
現
場
で
研
究
活
動
を
行

う
た
め
の
ヒ
ン
ト
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。

さ
ら
に
、
お
土
産
と
し
て
、

谷
口
教
授
が
学
生
と
一
緒
に

作
っ
た
ピ
ク
ル
ス
を
い
た
だ

く
な
ど
、
細
か
な
心
遣
い
に
会

員
ら
は
感
謝
し
て
い
た
。

講
演
後
の
懇
親
会
に
は
、

谷
口
教
授
も
参
加
。
参
加
者
は

新
潟
の
地
酒
を
飲
み
つ
つ
、
新

潟
県
の
教
育
や
母
校
農
大
の

こ
と
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

（
新
潟
県
支
部
松
風
会
・
中
野

忠
雄
会
長
）

校
友
会
で
は
卒
業
生
名
簿

（
原
簿
）
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
勤
務
先
の
異
動
・
変
更

な
ど
で
多
く
の
会
員
が
住
所

不
明
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

住
所
変
更
や

改
姓
を
さ
れ

た
会
員
は
、

次
の
い
ず
れ

か
に
よ
り
ご

連
絡
願
い
ま

す
。

①
校
友
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に

新
し
く
「
会

員
名
簿
変
更

フ
ォ
ー
ム
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も

入
力
で
き
ま
す
。

②「
東
京
農
業
大
学
校
友
会
の

し
お
り
」
最
終
ペ
ー
ジ
の
は
が

き
「
会
員
名
簿
変
更
連
絡
票
」

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

③
校
友
会
Ｈ
Ｐ
の
「
会
員
名
簿

変
更
届
」
に
記
入
い
た
だ
き
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

都
道
府
県
支
部
で
は
毎
年
、

支
部
総
会
や
教
職
員
部
会
、
女

性
部
会
な
ど
、
多
く
の
職
域
部

会
・
分
会
が
開
か
れ
て
い
ま

す
。
母
校
の
発
展
・
変
貌
し
て

い
る
姿
や
運
動
部
の
活
躍
な

ど
、
農
大
の
近
況
を
知
る
機
会

で
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
会
合
に

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー

ル
（
校
友
会
館
）
は
大
学
敷
地

の
西
端
に
あ
り
、
学
生
寮
に
隣

接
す
る
緑
豊
か
な
閑
静
な
場
所

に
あ
り
ま
す
。

　

会
館
内
に
は
、
安
価
で
ご
利

用
で
き
る
休
養
室
（
洋
室
ツ
イ

ン
２
室
、
和
室
15
畳
２
室
）
や

会
議
室
（
大
・
中
）、
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
の
施
設
が
あ
り
ま

す
。

　

校
友
の
憩
い
の
場
と
し
て
卒

業
生
、
現
役
生
、
学
生
ご
父
母

の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。校
友
の
ご
紹
介
が
あ
れ
ば
、

一
般
の
方
々
も
ご
利
用
に
な
れ

ま
す
。

　

予
約
は
６
カ
月
前
の
月
始
め

か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
平

日
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時

ま
で
。
ご
希
望
の
方
は
、電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
な
ど
で
校
友

会
本
部
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

℡
０
３
（
３
４
２
９
）
１
９
８
３

設立総会に集った女性会員

支
部
総
会
に
初
参
加
の
遠
藤
さ

ん
㊧
と
渡
辺
さ
ん

松
風
会
総
会
に
参
加
し
た
皆
さ
ん

住
所
変
更
な
ど

の
ご
連
絡

グ
リ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

ホ
ー
ル（
校
友
会
館
）

の
ご
利
用
案
内

支
部
総
会・教
職
員
部

会
な
ど
に
ご
参
加
を

      03-3427-2271
　　　ko3883@nodai.ac.jp
http://www.nodai.koyukai.jp/

FAX
E-mail
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世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
硬
式
野
球
部
＝

強
化
指
定
部

第
68
回
全
日
本
大
学
野
球
選
手

権
大
会（
６
月
10
～
17
日
、
神

宮
球
場
・
東
京
ド
ー
ム
）

　

１
回
戦
・
近
大
工
学
部
を

６
ー
５
、
２
回
戦
・
大
阪
体
育

大
を
３
―
２
と
逆
転
で
勝
ち
上

が
り
、
準
々
決
勝
は
城
西
国
際

大
を
８
―
１
と
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー

ム
で
勝
利
し
、
初
の
４
強
入
り

回
目
で
初
の
ベ
ス
ト
４
に
輝
い

た
。全

日
本
大
学
野
球
連
盟
か

ら
、
今
大
会
の
「
特
別
賞
」
を

受
賞
し
た
。
神
宮
球
場
に
は
多

と
し
た
。

準
決
勝
は
東
京
六
大
学
野

球
連
盟
代
表
の
明
治
大
学
（
今

大
会
優
勝
校
）
と
対
戦
。
残
念

な
が
ら
１
―
５
で
敗
退
し
た

が
、
本
大

会
出
場
16

く
の
校
友
、
保
護
者
、
現
役
学

生
が
応
援
に
駆
け
付
け
、
熱
い

声
援
を
送
っ
た
。

北
海
道
学
生
野
球
春
季
リ
ー
グ

（
４
／
27
～
５
／
27
）　

体
育
団
体

史上初のベスト４！

オ
ホ
ー
ツ
ク
硬
式
野
球
部
＝

強
化
指
定
部

　

２
連
敗
後
、
残
り
を
全
勝
。

同
率
１
位
に
よ
る
プ
レ
ー
オ
フ

に
勝
利
し
優
勝
。
北
海
道
学
生

野
球
連
盟
代
表
と
し
て
第
68
回

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会

に
出
場
が
決
定
。

北
海
道
学
生
野
球
秋
季
リ
ー
グ

（
８
月
24
日
～
９
月
22
日
）

全
勝
優
勝
し
、
明
治
神
宮

野
球
大
会
の
出
場
権
を
か
け
た

北
海
道
代
表
決
定
戦
に
進
出
。

第
11
回
北
海
道
地
区
代
表
決
定

戦
（
10
月
２
～
５
日
、札
幌
市
・

野
幌
総
合
運
動
公
園
野
球
場
）

北
海
道
学
生
野
球
連
盟
の

優
勝
チ
ー
ム
農
大
は
、
札
幌
学

生
野
球
連
盟
の
優
勝
チ
ー
ム
東

海
大
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
と
対
戦

し
、
１
勝
２
敗
で
惜
し
く
も
敗

れ
、
明
治
神
宮
野
球
大
会
へ
の

出
場
を
逃
し
た
。

平
成
31
年
度
東
都
大
学
春
季
２

部
リ
ー
グ
（
４
月
８
日
～
６
月

６
日
）

２
勝
10
敗
２
分
で
最
下
位
。

３
部
優
勝
の
大
正
大
と
の
入
れ

替
え
戦
（
６
月
25
、
26
日
）
の

結
果
、
２
勝
で
残
留
が
決
定
。

入
れ
替
え
戦
の
１
回
戦
は
５
―

２
、
２
回
戦
で
は
二
塁
打
５
本

を
含
む
15
安
打
の
猛
攻
で
９
―

０
と
圧
勝
し
た
。

第
72
回
関
東
大
学
ボ
ク
シ
ン
グ

リ
ー
グ
戦
（
５
月
11
日
～
７
月

13
日
、
後
楽
園
ホ
ー
ル
）　

〈
１
部
リ
ー
グ
〉
東
洋
大
に

負
け
た
も
の
の
日
本
大
な
ど
に

勝
利
し
４
勝
１
敗
で
３
位
。

主
将
の
韓
亮
昊
（
バ
ン
タ
ム

級
、
ビ
ジ
ネ
ス
４
）
が
５
戦
全

勝
で
チ
ー
ム
を
牽
引
、
階
級
賞

を
受
賞
し
た
。

松
本
圭
介
（
バ
ン
タ
ム
級
、

ビ
ジ
ネ
ス
２
）
と
宇
佐
美
正
パ

ト
リ
ッ
ク
（
ウ
エ
ル
タ
ー
級
、

ビ
ジ
ネ
ス
１
）
も
４
勝
１
敗
と

健
闘
し
た
。

第
９
回
台
北
市
カ
ッ
プ
国
際
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
（
８
月
16
～
18
日
、
台

湾
・
台
北
市
）

バ
ン
タ
ム
級
に
農
大
の
韓
亮

昊
主
将
が
出
場
、
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
。

ボ
ク
シ
ン
グ
部

第
68
回
関
東
学
生
剣
道
優
勝
大

会
（
９
月
15
日
、
川
崎
市
と
ど

ろ
き
ア
リ
ー
ナ
）

全
国
大
会
出
場
を
か
け
て
、

関
東
連
盟
所
属
の
93
大
学
が
出

場
、
農
大
は
シ
ー
ド
校
と

し
て
２
回
戦
か
ら
登
場
。

順
調
に
勝
ち
進
み
第
５
位

（
敢
闘
賞
受
賞
）
と
な
り
、

10
年
連
続
の
全
国
大
会
出

場
権
と
シ
ー
ド
権
を
獲
得

し
た
。

全
国
大
会
は
10
月
27

日
、
千
葉
ポ
ー
ト
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
。

第
45
回
関
東
女
子
学
生
剣

道
優
勝
大
会（
９
月
23
日
、

東
京
武
道
館
）

88
大
学
が
出
場
、
農

大
は
１
回
戦
で
桐
蔭
横
浜

大
に
勝
利
、
２
回
戦
に

進
ん
だ
が
敗
退
。
今
年
は

全
日
本
へ
の
出
場
は
か
な
わ
な

か
っ
た
。

２
０
１
９
関
東
学
生
ホ
ッ
ケ
ー

春
季
１
部
リ
ー
グ
（
４
月
６
日

～
５
月
25
日
）

予
選
プ
ー
ル
を
２
勝
１
敗

で
２
位
通
過
。
順
位
決
定
予
選

で
山
梨
学
院
大
（
Ｂ
プ
ー
ル
１

位
）と
対
戦
し
１
―
16
で
負
け
、

３
位
決
定
戦
で
早
稲
田
大
と
対

戦
し
１
―
１
、
シ
ュ
ー
ト
ア
ウ

ト
０
―
２
で
負
け
て
４
位
。

第
38
回
全
日
本
大
学
ホ
ッ
ケ
ー

王
座
決
定
戦（
７
月
４
～
７
日
）

関
東
第
４
代
表
と
し
て
出

場
し
、
１
回
戦
で
関
西
学
院
大

と
対
戦
、
０
―
３
で
敗
れ
た
。

剣
道
部

ホ
ッ
ケ
ー
部
女
子

第
47
回
関
東
大
学
空
手
道
選
手

権
大
会
（
５
月
５
日
、
日
本
武

道
館
）

西
村
宇
恭
（
経
３
）
が
全
日

本
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

（
個
人
戦
）
へ
の
出
場
権
を
獲

得
。
西
村
選
手
は
４
回
戦
で
惜

し
く
も
敗
退
し
た
が
、
そ
の
後

の
全
日
本
出
場
決
定
戦
で
勝
利

し
、
５
年
ぶ
り
に
出
場
権
を
獲

得
し
た
。

第
63
回
全
日
本
学
生
空
手
道
選

手
権
大
会
（
６
月
30
日
、
姫
路

市
立
中
央
体
育
館
）

西
村
宇
恭
が
男
子
組
手
に

出
場
。

空
手
部

10
年
連
続
で
全
日
本

大
会
出
場
権
を
獲
得

韓
主
将
が
金
メ
ダ
ル

ホ
ッ
ケ
ー
部
男
子

２
０
１
９
関
東
学
生
ホ
ッ
ケ
ー

春
季
１
部
リ
ー
グ
（
４
月
６
日

～
５
月
25
日
）

予
選
プ
ー
ル
を
１
勝
２
敗

で
３
位
通
過
。
順
位
決
定
予
選

で
東
京
大
学（
Ａ
プ
ー
ル
４
位
）

と
対
戦
し
て
１
―
０
で
勝
っ
た

が
、
５
位
決
定
戦
で
慶
應
義
塾

大
学
（
Ｂ
プ
ー
ル
４
位
）
と
対

戦
し
２
―
３
で
負
け
６
位
。

自
動
車
部

全
関
東
学
生
運
転
競
技
選
手
権

大
会
（
３
月
10
日
、
府
中
運
転

免
許
試
験
場
）　

男
子
個
人
の
部
／
小
型
貨
物

の
部
西
５
位
＝
中
込
慧
太
（
工

４
）、
女
子
個
人
の
部
／
小
型
乗

用
の
部
準
優
勝
＝
林
夏
生
（
経

４
）

 

全
関
東
学
生
ジ
ム
カ
ー
ナ
選

手
権
大
会
（
５
月
26
日
、
富
士

ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
）　

女
子
個
人
の
部
４
位
＝
林
夏

生全
日
本
学
生
ダ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア

ル
選
手
権
大
会
（
８
月
４
日
、

丸
和
オ
ー
ト
ラ
ン
ド
那
須
）

男
子
個
人
の
部
に
林
哲
平

（
経
３
）、
湯
浅
甲
大
（
経
３
）、

窪
倉
正
人
（
開
４
）
が
出
場
。

全
日
本
学
生
ジ
ム
カ
ー
ナ
選
手

権
大
会
（
９
月
１
日
、鈴
鹿
サ
ー

キ
ッ
ト
国
際
南
コ
ー
ス
）

男
子
個
人
の
部
に
林
哲
平
、

湯
浅
甲
大
、
窪
倉
正
人
、
女
子
個

人
の
部
に
林
夏
生
が
出
場
し
た
。

自動車部の部員たち

準決勝で明治大学と対戦＝６月16日、神宮球場

初回に本塁打を打った新宅優悟選手（産経４）＝同先発した林虹太投手（自然１）＝明大戦

初
戦
の
駒
沢
大
戦
で
勝
利
し
た
宇
佐
美
選
手
（
手
前
）

好投した伊藤茉央投手（自然１）＝同

最
終
戦
の
日
本
大
戦

で
勝
利
、リ
ー
グ
戦
５

戦
全
勝
で
チ
ー
ム
を

牽
引
し
た
韓
主
将
㊨

スタンドから校友、現役学生らが声援を送った＝同

全勝優勝し、三垣監督を胴上げする北海道オホーツクナイン

第５位、敢闘賞受賞の農大剣道部

全日本大会で「特別賞」
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第
57
回
全
国
選
抜
大
学
・
実
業

団
対
抗
相
撲
和
歌
山
大
会
（
５

月
26
日
、和
歌
山
県
営
相
撲
場
）

　

団
体
３
位
。

第
98
回
東
日
本
学
生
相
撲
選
手

権
大
会
（
６
月
９
日
、
両
国
国

技
館
）

団
体
Ａ
ク
ラ
ス
ベ
ス
ト
８
。

第
46
回
東
日
本
学
生
相
撲
個
人

体
重
別
選
手
権
大
会
（
７
月
21

日
、
靖
国
神
社
相
撲
場
）

65
㌔
未
満
級
ベ
ス
ト
８
＝

久
保
田
龍
（
経
１
）
▽
無
差
別

級
ベ
ス
ト
８
＝
日
下
雄
斗
（
工

３
）。

第
54
回
全
日
本
大
学
選
抜
相
撲

十
和
田
大
会
（
８
月
14
日
、
十

和
田
市
相
撲
場
）

個
人
戦
で
丸
山
紘
史
（
開

３
）
が
勝
ち
進
み
ベ
ス
ト
16
。

第
44
回
全
国
学
生
相
撲
個
人
体

重
別
選
手
権
大
会（
９
月
１
日
、

靖
国
神
社
相
撲
場
）

85
㌔
未
満
級
ベ
ス
ト
８
＝

岩
田
翔
（
森
１
）
▽
無
差
別
級

ベ
ス
ト
８
＝
日
下
雄
斗
。

他
に
65
㌔
未
満
級
に
久
保

田
龍
、
１
１
５
㌔
未
満
級
に
有

瀬
大
騎
（
開
３
）、
１
３
５
㌔

以
上
級
に
白
山
征
篤
（
森
３
）、

が
出
場
し
た
。

相
撲
部

場　所
正　代 豊　山

熊本県／時津風
（正代直也・平26開）

新潟県／時津風
（小柳亮太・平28森）

令和元年９月場所
（秋場所）

前頭４枚目
３勝12敗

前頭16枚目
10勝５敗

７月場所
（名古屋場所）

前頭３枚目
７勝８敗

十両３枚目
９勝６敗

5月場所
（夏場所）

前頭７枚目
10勝５敗

十両５枚目
８勝７敗

東京農大出身の大相撲関取の過去３場所の成績

大相撲 農大ＯＢの活躍

時栄（冨栄秀喜・平 31 森）７月場所・序二段で全勝優勝し、9 月場所・
三段目でも６勝、11月場所は幕下へ。
　令和元年９月場所（秋場所）　　  三段目 44 枚目　６勝１敗
　　　　　７月場所（名古屋場所）序二段 44 枚目　７勝０敗
　　　　　５月場所（夏場所）　　  序の口 15 枚目　６勝１敗

文
化
団
体

社
交
ダ
ン
ス
研
究
部

第
１
１
８
回
東
都
大
学
学
生
競

技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
（
４
月

14
日
、
獨
協
大
学
）

　

団
体
５
位
、
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
８
カ
ッ
プ
ル
16
人
で

踊
る
）
で
３
位
。

　

雲
林
院
正
喜
（
醸
４
）・
山

崎
瑠
菜
（
栄
４
）
組
が
ク
イ
ッ

ク
で
４
位
、
古
田
幸
太
郎
（
食

農
３
）・
片
桐
愛
（
バ
イ
オ
３
）

組
が
サ
ン
バ
で
３
位
、
ル
ン
バ

で
５
位
。

第
14
回
東
部
日
本
学
生
競
技
ダ

ン
ス
前
期
新
人
戦（
５
月
５
日
）

　

団
体
成
績
で
２
位
。

第
１
０
４
回
東
部
日
本
学
生
競

技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
（
６
月

２
日
、
獨
協
大
学
）

　

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で
５

位
。
古
田
幸
太
郎
・
片
桐
愛
組

が
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
で
５
位
、
サ

ン
バ
で
５
位
。

 

第
20
回
皐
月
杯
争
奪
学
生
競

技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
（
６
月

16
日
、
首
都
大
学
東
京
）

　
〈
団
体
〉
６
位
。

　
〈
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
〉
サ
ン
バ

で
佐
藤
輝
明
（
ビ
ジ
ネ
ス
２
）・

西
嶌
夏
帆
（
開
２
）
組
が
５
位
、

ル
ン
バ
で
濱
野
英
樹
（
工
２
）・

佐
藤
日
菜
（
栄
２
）
組
が
６
位
。

　
〈
シ
ニ
ア
の
部
〉
鈴
木
凌
（
開

２
）・
森
本
芽
依
（
微
生
物
３
）

組
が
ワ
ル
ツ
で
６
位
、
ス
ロ
ー

フ
ォ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ッ
ト
で
３

位
。
古
田
幸
太
郎
・
片
桐
愛
組

第
１
０
０
回
理
工
科
系
大
学
学

生
競
技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会

（
６
月
23
日
）

　
〈
シ
ニ
ア
モ
ダ
ン
〉
ワ
ル
ツ

で
戸
田
太
樹
（
食
農
３
）・
西

山
珠
恵
（
栄
３
）
組
が
５
位
。

ス
ロ
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ッ
ト

で
藤
ヶ
崎
半
平
太
・
林
夕
夏
組

が
５
位
、
戸
田
太
樹
・
西
山
珠

恵
組
が
６
位
。
ク
イ
ッ
ク
ス

テ
ッ
プ
で
鈴
木
凌
・
森
本
芽
依

組
、
戸
田
太
樹
・
西
山
珠
恵
組
、

藤
ヶ
崎
半
平
太
・
林
夕
夏
組
が

６
位
。

　
〈
シ
ニ
ア
ラ
テ
ン
〉
古
田
幸

太
郎
・
片
桐
愛
組
が
チ
ャ
チ
ャ

チ
ャ
で
２
位
、サ
ン
バ
で
１
位
、

ル
ン
バ
で
２
位
、
パ
ソ
ド
プ
レ

で
１
位
と
な
り
、
個
人
総
合
で

第
１
位
に
輝
い
た
。

　
〈
団
体
〉
２
位
。

第
45
回
松
前
重
義
杯
争
奪
学
生

競
技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
（
９

月
８
日
、
東
海
大
学
）

　
〈
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
〉
ク
イ
ッ

が
ル
ン
バ
で
３
位
、
パ
ソ
ド
ブ

レ
で
６
位
。

第
57
回
全
日
本
学
生
選
抜

競
技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会

（
６
月
30
日
、
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ａ

Ｂ
ド
ー
ム
）

　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
４
種
目

に
藤
ヶ
崎
半
平
太
（
化
３
）・

林
夕
夏
（
栄
３
）組
ら
４
組
、

ラ
テ
ン
４
種
目
に
は
柳
川

雅
樹
（
健
４
）・
町
田
萌
恵

（
工
４
）
組
ら
４
組
が
出
場
。

ク
で
倉
科
翼
（
バ
イ
オ
１
）・

松
崎
桜
子
（
食
農
１
）
組
が
２

位
、チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
で
倉
科
翼
・

清
水
凛
花
（
動
物
１
）
が
１
位
。

　
〈
シ
ニ
ア
の
部
〉
鈴
木
凌
・

森
本
芽
依
組
が
ワ
ル
ツ
で
５

第
２
回 

ア
ジ
ア
大
学
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
（
８
月

24
、
25
日
、
韓
国
・
ソ
ウ
ル
）

　

全
学
応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

部
は
、
ア
ジ
ア
大
学
ス
ポ
ー
ツ

連
盟
（
Ａ
Ｕ
Ｓ
Ｆ
）
主
催
「
第

２
回 

ア
ジ
ア
大
学
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
」
に

日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
、

「 　
　
　
　
　
　
　
　

 

」部
門
で

優
勝
し
た
。

　

今
回
の
出
場
は
昨
年
行
わ
れ

た
「
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｕ 

世
界
大
学
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

第
一
次
選
考
会
」
で
の
演
技
を

元
に
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
チ
ア
＆

ダ
ン
ス
連
盟
か
ら
選
出
を
受
け

て
実
現
し
た
も
の
。

位
、
ク
イ
ッ
ク
で
４
位
。
ス

ロ
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ッ
ト
で

戸
田
太
樹
・
西
山
珠
恵
組
が
４

位
、
古
田
幸
太
郎
・
片
桐
愛
組

が
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
で
２
位
、
サ

ン
バ
で
１
位
。

　
〈
団
体
〉
２
位

第
15
回
東
部
日
本
学
生
競
技
ダ

ン
ス
後
期
新
人
戦（
９
月
29
日
、

首
都
大
学
東
京
）

　
〈
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
〉
ワ
ル
ツ

で
倉
科
翼
・
松
木
裕
美
（
栄
１
）

組
が
２
位
、
末
永
一
真
（
生
命

１
）・
関
泉
美
（
微
生
物
１
）

組
が
５
位
。

　
〈
シ
ニ
ア
の
部
〉
戸
田
太
樹
・

西
山
珠
恵
組
が
ワ
ル
ツ
で
１

位
。

　
〈
団
体
〉
２
位

馬
術
部

第
56
回
東
都
学
生
馬
術
競
技
大

会
（
３
月
22
～
24
日
、
津
久
井

馬
術
競
技
場
）

新
人
障
害
飛
越
競
技
５
位

＝
福
島
ひ
と
み
（
食
農
１
）、

団
体
４
位
。
一
般
障
害
飛
越

競
技
３
位
＝
深
水
翔
平
（
創
成

１
）、
４
位
＝
福
島
ひ
と
み
。

新
人
馬
場
馬
術
競
技
３
位
＝
深

水
翔
平
、４
位
＝
福
島
ひ
と
み
、

団
体
２
位
。
複
合
馬
術
競
技
２

位
＝
鵜
飼
勇
希
（
造
３
）、
学

生
賞
典
馬
場
馬
術
競
技
２
位
＝

鵜
飼
勇
希
。団
体
総
合
準
優
勝
。

第
11
回
関
東
学
生
レ
ー
ス
ホ
ー

ス
カ
ッ
プ
馬
術
大
会
（
４
月
13

日
、
津
久
井
馬
術
競
技
場
）

第
４
位
＝
深
水
翔
平
（
創

成
２
）

第
54
回
関
東
学
生
賞
典
障
害
飛

越
競
技
大
会
（
６
月
20
、21
日
、

山
梨
県
馬
術
競
技
場
）

５
位
＝
福
島
ひ
と
み

第
70
回
関
東
学
生
賞
典
総
合
馬

術
競
技
大
会（
６
月
20
、

21
日
、
山
梨
県
馬
術
競

技
場
）

団
体
総
合
で
準
優

勝
。

第
89
回
関
東
学
生
馬

術
争
覇
戦
（
８
月
31
日

～
９
月
１
日
、
津
久

井
馬
術
競
技
場
）

１
部
１
回
戦
で
慶

応
義
塾
大
に
、
２
回

戦
で
は
日
本
大
に
勝

利
し
た
。
決
勝
で
麻

布
大
に
敗
れ
た
が
、

堂
々
の
準
優
勝
。

優
秀
選
手
に
福
島

ひ
と
み
が
選
出
さ
れ

た
。

レ
ス
リ
ン
グ
部

サ
ッ
カ
ー
部

平
成
31
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
ク
イ
ー

ン
ズ
カ
ッ
プ
・
レ
ス
リ
ン
グ
選
手

権
大
会
（
４
月
２
、
３
日
、
駒

沢
体
育
館
）

女
子
ジ
ュ
ニ
ア
59
㌔
級
で

杉
山
絢
海
（
ビ
ジ
ネ
ス
２
）
が

準
優
勝
し
た
。

２
０
１
９
年
ア
ジ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
権
大
会（
７
月
９
～
14
日
、

タ
イ
）

女
子
59
㌔
級
に
杉
山
絢
海

が
出
場
。
３
位
入
賞
し
、
初
の

国
際
大
会
出
場
で
銅
メ
ダ
ル
を

手
に
し
た
。

２
０
１
９
年
東
日
本
学
生
リ
ー

グ
戦
（
５
月
13
～
15
日
、
駒
沢

体
育
館
）

２
部
リ
ー
グ
戦
で
４
勝
２

敗
と
し
３
位
。

東
京
都
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
戦

　

前
期
リ
ー
グ
戦
１
部
（
10
大

学
）
で
２
位

グ
連
盟
リ
ー
グ
戦
（
５
月
８
日

～
15
日
、
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

公
園　

総
合
体
育
館
）

男
女
共
に
エ
ペ
２
部
リ
ー

グ
に
出
場
、
男
子
は
３
勝
２
敗

で
３
位
、
女
子
は
１
勝
４
敗
で

５
位
。

ラ
グ
ビ
ー
部

２
０
１
９
関
東
理
工
系
１
部

リ
ー
グ
（
５
月
12
日
～
５
月
26

日
）３

戦
全
勝
し
、
昨
年
に
続

き
優
勝
。

 Team
 Cheer U

niversity 
Elite All Fem

ale

全
学
応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

日
本
代
表
で
出
場
し
優
勝

弓
道
部

第
49
回
全
関
東
学
生
弓
道

選
手
権
大
会
（
６
月
15
、16
日
、

日
本
武
道
館
）

女
子
団
体
ベ
ス
ト
16
。

ロ
ッ
ク
に
出
場
し
て
い
る
。

フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
（
６

月
30
日
、
阪
南
大
学
）

女
子
52
㌔
級
３
位
＝
寺
山
陽

葵
▽
男
子
83
㌔
級
優
勝
＝
岡
野

太
郎

ラ
ク
ロ
ス
部

第
32
回
関
東
学
生
ラ
ク
ロ
ス

リ
ー
グ
戦（
８
月
10
日
～
11
月
、

駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
他
）

男
子
は
２
部
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

に
出
場
、
１
部
昇
格
を
目
指
し

て
い
る
。
女
子
は
１
部
Ｂ
ブ

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

第
72
回
関
東
学
生
フ
ェ
ン
シ
ン

ボ
デ
ィ
ビ
ル
・
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

第
１
０
７
回
関
東
学
生
パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会（
５

月
11
、
12
日
、
東
京
大
学
駒
場
）

〈
女
子
〉
52
㌔
級
優
勝
＝
寺

山
陽
葵
（
生
命
３
）

〈
男
子
〉
59
㌔
級
準
優
勝
＝

吉
澤
知
宏
準
優
勝
（
森
３
）
▽

74
㌔
級
準
優
勝
＝
大
石
航
平

（
化
４
）
▽
83
㌔
級
優
勝
＝
岡
野

太
郎
（
経
４
）、
４
位
＝
六
車
淳

（
森
３
）、
▽
１
０
５
㌔
級
３
位

＝
長
洞
碩
孝
（
造
２
）
▽
団
体

戦
の
部
準
優
勝
。

寺
山
陽
葵
は
女
子
最
優
秀
選

手
賞
を
受
賞
し
た
。

第
46
回
全
日
本
学
生
パ
ワ
ー
リ

優
勝
し
た
岡
野
選
手

関東選手権大会で活躍した部員たち

銅メダルに輝いた杉山選手（表彰台右端）

東都大会で団体総合準優勝した馬術部員ら

第
１
０
４
回
東
部
大
会
に
出
場
し
た
古
田
幸
太
郎・片
桐
愛
組

第
57
回
全
日
本
学
生
選
抜
に
出
場
し

た
鈴
木
凌・森
本
芽
依
組

第１０４回東部大会でフォーメーション５位

優勝した全学応援団チアリーダー部の演技
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▼
海
外
に
校
友
会
支
部

は
15
支
部
結
成
さ
れ
、
農

大
は
30
カ
国
・
地
域
の
42

校
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

台
湾
で
も
協
定
校
か
ら
農

大
に
留
学
し
て
母
国
に
戻

り
、
大
学
の
教
員
や
会
社

経
営
な
ど
、
活
躍
さ
れ
て

い
る
卒
業
生
が
地
元
の
校

友
会
活
動
を
支
え
な
が
ら
、

農
大
に
留
学
生
を
送
り
出

し
て
お
ら
れ
る
。
台
湾
支

部
と
の
交
流
会
に
同
行
し
、

海
外
校
友
の
深
い
農
大
愛

を
感
じ
た
▼
今
年
も
箱
根

駅
伝
の
予
選
を
突
破
で
き

な
か
っ
た
。
残
念
で
な
ら

な
い
が
、
強
化
対
策
の
成

果
が
出
て
く
る
の
は
、
こ

れ
か
ら
だ
。「
ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ

ン
募
金
」
に
本
戦
出
場
へ

の
熱
い
思
い
を
込
め
て「
箱

根
駅
伝
へ
の
道
」
を
後
押

し
し
た
い
。　
　

 

（
安
達
）

編 

集 

委 

員

委
員
長　

豊
原　

秀
和

（
副
会
長
・
名
誉
教
授
）

委　

員　

穂
坂　
　

賢

（
醸
造
科
学
科
教
授
）

委　

員　

上
岡　

美
保

（
常
任
理
事
・
国
際
食
農
科
学
科
教
授
）

委　

員　

小
畑　

幹
夫

（
法
人
本
部
総
務
部
長
）

委　

員　

安
達　

哲
司

（
事
務
局
長
）

編 

集 

後 

記

実りちゃん 学くん

第
37
回
全
日
本
大
学
女
子

駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
（
杜
の

都
駅
伝
）
が
10
月
27
日
、
仙
台

市
で
行
わ
れ
た
。
昨
年
４
位
で

シ
ー
ド
権
を
確
保
し
、
７
年
連

続
、
27
回
目
の
出
場
を
果
た
し

た
東
京
農
大
女
子
駅
伝
チ
ー
ム

は
、２
時
間
10
分
42
秒
で
10
位
。

惜
し
く
も
シ
ー
ド
権
を
逃
し
た

が
、
12
月
30
日
の
２
０
１
９
全

日
本
大
学
女
子
選
抜
駅
伝
（
富

士
山
女
子
駅
伝
）
へ
の
出
場
権

は
確
保
し
た
。

同
大
会
は
弘
進
ゴ
ム
ア
ス

リ
ー
ト
パ
ー
ク
仙
台
（
仙
台
市

陸
上
競
技
場
）
を
ス
タ
ー
ト
し

て
仙
台
市
役
所
前
市
民
広
場
ま

で
の
６
区
間
38
・
１
㌔
。
シ
ー

ド
校
を
は
じ
め
地
区
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
26
チ
ー
ム
が
出
場
し

た
。東

京
農
大
チ
ー
ム
は
、
１

区
の
保
坂
野
恋
花
（
醸
４
）
が

８
位
で
２
区
の
平
賀
奏
美
（
経

３
）
に
つ
な
い
だ
。
平
賀
も
８

位
で
３
区
の
柴
原
佑
紀（
栄
２
）

に
た
す
き
を
渡
し
た
が
、
柴
原

は
10
位
、４
区
の
土
田
佳
奈（
健

４
）
10
位
、
各
チ
ー
ム
が
エ
ー

ス
を
起
用
す
る
５
区
の
高
橋
ひ

よ
り
（
森
２
）
は
11
位
と
苦

戦
。
６
区
の
大
澤
由
菜
（
ビ
ジ

ネ
ス
２
）
が
順
位
を
上
げ
10
位

で
ゴ
ー
ル
し
た
。

競
技
場
や
沿
道
に
は
校
友

会
の
萬
歳
章
会
長
を
は
じ
め
宮

城
県
支
部
（
渡
邉
康
夫
支
部

長
）、
全
学
応
援
団
、
農
大
常

磐
松
ク
ラ
ブ
（
陸
上
競
技
部
の

Ｏ
Ｂ
会
）
や
父
母
、
大
学
教
職

員
ら
が
駆
け
付
け
、
選
手
に
大

声
援
を
送
っ
た
。

こ
の
大
会
の
主
将
を
務
め

た
柴
原
は
「
富
士
山
女
子
駅
伝

で
は
５
位
入
賞
を
果
た
し
た

い
」と
次
へ
の
決
意
を
語
っ
た
。

長
田
千
治
監
督
は
「
選
手

た
ち
は
よ
く
頑
張
っ
た
。
た
く

さ
ん
の
課
題
が
あ
る
が
、
一
つ

一
つ
選
手
た
ち
と
話
し
合
い
、

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
。
こ

れ
か
ら
も
応
援
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
述
べ
た
。

第
98
回
関
東
学
生
陸
上
競
技
対

校
選
手
権
大
会
（
関
東
イ
ン
カ

レ
、
５
月
23
～
26
日
）

〈
１
部
〉
１
５
０
０
㍍
決
勝

６
位
＝
保
坂
野
恋
花
、
８
位
＝

土
田
佳
奈
、９
位
＝
平
賀
奏
美
。

１
０
０
０
０
㍍
決
勝
７
位
＝
高

橋
ひ
よ
り
。

2
0
1
9
日
本
学
生
陸
上
競
技
個

人
選
手
権
大
会
（
６
月
７
～
９

日
、
Ｓ
ｈ
ｏ
ｎ
ａ
ｎ 

Ｂ
Ｍ
Ｗ 

ス
タ
ジ
ア
ム
平
塚
）

１
５
０
０
㍍
決
勝
４
位
＝

保
坂
野
恋
花
、
14
位
＝
土
田
佳

奈
。

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
国
際
マ
ラ

ソ
ン（
８
月
25
日
、
ニ
ュ
ー
カ

レ
ド
ニ
ア
・
ヌ
メ
ア
）

マ
ラ
ソ
ン
（
42
・
１
９
５
㌔
）

に
小
川
奈
々
（
経
４
）
が
出
場

し
３
位
。

第
88
回
日
本
学
生
陸
上
競
技
対

校
選
手
権
大
会
（
９
月
12
～
15

日
、
岐
阜
・
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル

セ
ン
タ
―
長
良
川
競
技
場
）

１
０
０
０
０
㍍
決
勝
９
位

＝
髙
橋
ひ
よ
り
、
19
位
＝
柴
原

佑
紀
▽
５
０
０
０
㍍
決
勝
16
位

＝
保
坂
野
恋
花

第
30
回
関
東
学
生
新
人
陸
上
競
技

選
手
権
大
会（
９
月
20
～
22
日
、

相
模
原
ギ
オ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
）

３
０
０
０
㍍
決
勝
優
勝
＝

高
橋
ひ
よ
り
、
３
位
＝
池
田
香

名
子
（
健
１
）、
４
位
＝
大
澤

由
菜
（
ビ
ジ
ネ
ス
２
）。

関
東
大
学
女
子
駅
伝
対
校
選
手

権
大
会
（
９
月
29
日
、
千
葉
県

印
西
市
の
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

周
回
コ
ー
ス
）
東
京
農
大
チ
ー

ム
は
力
走
し
た
も
の
の
６
位
と

な
っ
た
。
前
年
は
優
勝
だ
っ
た

た
め
少
し
残
念
だ
っ
た
が
「
故

障
上
が
り
の
選
手
が
多
か
っ
た

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
無
難
に

ゴ
ー
ル
し
て
く
れ
た
」（
長
田

千
治
監
督
）
結
果
と
な
っ
た
。

１
区
で
は
保
坂
野
恋
花
が

３
位
を
確
保
し
た
が
、
３
区
で

大
東
文
化
大
と
拓
殖
大
に
抜
か

れ
５
位
に
下
が
り
、
５
区
で
は

拓
殖
大
を
抜
い
た
も
の
の
中

央
大
と
東
洋
大
に
抜
か
れ
た
。

オ
ー
プ
ン
参
加
の
東
京
農
大
Ｂ

チ
ー
ム
は
23
チ
ー
ム
中
17
番
目

に
ゴ
ー
ル
し
た
。
Ｂ
チ
ー
ム
1

区
の
池
田
香
名
子
は
1
年
生
な

が
ら
７
番
目
に
た
す
き
を
渡
し

期
待
を
集
め
た
。

沿
道
で
は
校
友
会
千
葉
支

部
、
農
大
常
磐
松
ク
ラ
ブ
会
員

ら
約
80
人
が
応
援
し
た
。毎
年
、

陸
上
部
女
子
が
合
宿
で
使
用
し

て
い
る
長
野
県
の
ペ
ン
シ
ョ
ン

ハ
ー
フ
ト
ー
ン
の
長
瀬
聡
さ
ん

夫
妻
も
２
人
の
幼
子
を
連
れ
て

応
援
に
駆
け
付
け
「
全
日
本
大

会
の
仙
台
に
も
行
き
ま
す
」
と

選
手
を
激
励
し
て
い
た
。

今
年
も
残
念
な
が
ら
箱
根

駅
伝
復
活
ま
で
届
か
な
か
っ

た
。
関
係
者
は「
来
年
こ
そ
は
」

と
期
待
を
持
っ
て
い
る
。
第
96

回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝

競
走
（
箱
根
駅
伝
）
の
予
選
会

が
10
月
26
日
に
、
東
京
都
立
川

市
の
陸
上
自
衛
隊
立
川
駐
屯
地

ス
タ
ー
ト
、
国
営
昭
和
記
念
公

園
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ

た
。
予
選
会
上
位
10
校
が
箱
根

駅
伝
の
切
符
を
手
に
入
れ
る
予

選
会
だ
が
、
東
京
農
大
は
16
位

と
な
り
、
本
選
出
場
に
は
及
ば

な
か
っ
た
。

予
選
会
に
は
43
校
が
出
場

し
、
各
校
10
～
12
人
が
力
走
し

た
。
そ
の
う
ち
各
校
上
位
10
人

の
記
録
の
合
計
で
順
位
を
競
う

も
の
。
東
京
農
大
は
、
上
位
10

人
が
通
過
す
る
順
位
で
は
５
㌔

通
過
地
点
で
は
基
準
を
上
回
る

７
番
目
だ
っ
た
が
、
10
㌔
通
過

地
点
で
は
順
位
を
落
と
し
10
番

目
、
15
㌔
で
は
15
番
目
と
な
っ

た
。
ゴ
ー
ル
地
点
で
は
10
人
通

過
は
18
番
目
だ
っ
た
が
、
正
式

な
タ
イ
ム
で
16
位
と
な
っ
た
。

個
人
記
録
で
は
山
口
武
（
経

３
）
が
出
場
し
た
５
０
６
選
手

中
17
位
と
健
闘
し
た
。
川
田
裕

也（
経
４
）、櫻
井
亮
也（
経
３
）、

平
間
大
貴
（
創
成
３
）、
工
藤

颯
（
経
３
）
も
含
め
て
５
人
が

順
位
２
桁
以
内
。
こ
れ
は
10
位

だ
っ
た
中
央
大
の
４
人
を
上
回

る
も
の
で
、
来
年
へ
の
期

待
を
膨
ら
ま
せ
る
結
果
と

な
っ
た
。

予
選
会
に
は
校
友
会
の

東
京
都
支
部
、
三
多
摩
常

磐
松
会
、
栃
木
県
支
部
、

埼
玉
県
支
部
を
は
じ
め
各

地
か
ら
応
援
に
駆
け
付
け

た
。
こ
の
他
、
農
大
常
磐

松
ク
ラ
ブ
の
会
員
、
全
学

応
援
団
Ｏ
Ｂ
、
学
生
・
教

職
員
な
ど
大
学
関
係
者
、

学
生
家
族
ら
総
勢
８
０
０

人
以
上
が
沿
道
か
ら
東
京

農
大
の
選
手
に
声
援
を

送
っ
た
。

昭
和
記
念
公
園
で
行
っ
た

報
告
会
で
は
、
陸
上
競
技
部
の

矢
口
行
雄
部
長
（
地
域
環
境
科

学
部
教
授
）
は
応
援
に
感
謝
し

「
来
年
も
い
い
選
手
が
入
っ
て

く
る
。
作
戦
を
練
っ
て
来
年
に

臨
む
」
と
し
、小
指
徹
監
督
（
昭

62
経
）
は
「
上
位
６
人
の
成
績

は
良
か
っ
た
。
来
年
こ
そ
は
突

破
を
目
指
し
た
い
」
と
決
意
を

明
ら
か
に
し
た
。

第
98
回
関
東
学
生
陸
上
競
技
対

校
選
手
権
大
会
（
関
東
イ
ン
カ

レ
、
５
月
23
～
26
日
、
相
模
原

ギ
オ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
他
）

〈
２
部
〉
１
０
０
㍍
準
決
勝

７
位
＝
白
石
幸
太
（
開
２
）、

４
０
０
㍍
決
勝
５
位
＝
大
坪
未

樹
（
造
３
）
６
位
＝
伊
藤
大
貴

（
創
成
１
）、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

決
勝
６
位
＝
川
田
裕
也
、
３
０

０
０
㍍
障
害
決
勝
９
位
＝
盛
田

和
輝
（
経
２
）

第
51
回
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校

選
手
権
大
会
・
関
東
学
生
陸
上

競
技
連
盟
推
薦
校
選
考
会
（
６

月
23
日
、
相
模
原
ギ
オ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム
）

　

全
日
本
大
学
駅
伝
へ
の
出
場

を
か
け
た「
関
東
地
区
予
選
会
」

に
出
場
。
20
校
が
各
８
選
手
の

１
０
０
０
０
㍍
合
計
タ
イ
ム
で

競
い
、
上
位
５
校
が
本
戦
に
出

場
す
る
。
東
京
農
大
は
総
合
11

位
と
健
闘
し
た
が
、
本
戦
出
場

は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

第
72
回
富
士
登
山
競
走
（
７
月

26
日
）

山
梨
県
富
士
吉
田
市
役
所

前
を
ス
タ
ー
ト
す
る
山
頂
、
五

合
目
コ
ー
ス
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
悪
天
候
に
よ
り
五
合
目

来
年
こ
そ
突
破
に
期
待

箱根復活ならず
残念 予選会で16位

で
打
ち
切
り
と
な
っ
た
山
頂

コ
ー
ス
で
、
山
田
雄
喜
（
ビ
ジ

ネ
ス
１
）が
優
勝
を
果
た
し
た
。

山
田
選
手
が
目
指
し
て
い

る
の
は
箱
根
駅
伝
へ
の
出
場
、

そ
れ
も
山
登
り
５
区
だ
。

陸
上
競
技
部
男
子

＝
強
化
指
定
部

陸
上
競
技
部
女
子

＝
強
化
指
定
部

山
田
選
手

が
富
士
登
山
優
勝

杜の都
駅 伝

富
士
山
女
子
駅
伝
は
出
場
権
確
保

ス
タ
ー
ト
し
た
１
区
の
保
坂
選
手

（
中
央
）

力
強
い
走
り
で
ゴ
ー
ル
に
向
か
う

大
澤
選
手

全
体
で
17
位
の
好
成
績
を
収
め
た
山
口

選
手
（
中
央
）

来
年
へ
の
決
意
を
確
認
し
た
報
告
会 

杜の都駅伝での活躍を誓った駅伝メンバーら


